
［人口と世帯］総人口 807人／男 412人／女 395人　世帯数 401世帯（令和７年２月28日現在）　　［村の木］ すぎ　　［村の花］ 岩つつじ

広 報
NEBA

Public relations

　３月５日にやまあいホールにて
叙勲伝達式が行われました。

[詳細は20ページ]

［今月の表紙］

2025 Mar.
Vol.227

P 2-4 令和７年度予算　
P 5-16 議会だより　
P 17 令和７年度根羽村消防団役員/他
P 18-19 輝く農山村
P 20 叙勲/他
P 20-21 地域おこし協力隊
P 22 第27回福祉と健康のつどい/他
P 23-24 国民健康保健について
P 25-26 30・10運動/他
P 27 狩猟体験
P 28 杉っ子だより
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村
税

82,964千円

分担金及び
負担金
1,181千円
使用料及び
手数料
23,044千円
財産収入
20,949千円

繰入金
213,813千円

地方交付税
964,581 千円

県支出金
202,349 千円

村債
230,900千円
村債
230,900千円

国庫支出金
58,169千円

ゴルフ場利用税交付金
1,500千円

繰越金
46,000千円

2,380,000千円

地方譲与税 46,675
地方消費税交付金 22,400
環境性能割交付金 1,300
法人事業税交付金 1,400
配当割交付金 400
株式等譲渡所得割交付金 350
地方特例交付金 100
利子割交付金 30
交通安全対策特別交付金 1

32,302
千円

45,801
千円

3,861千円

1,000千円

諸収入
106,094千円

自主財源759,268千円(31.90％)　依存財源1,620,732千円(68.10％)

寄付金
355,800千円

Informationお知らせ
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村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計

予
算
他
四
特
別
会
計
、
二
事
業
会
計
予

算
が
去
る
３
月
12
日
、
村
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
策
定
中
で
あ

る
第
６
次
総
合
計
画
や
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ

ア
ッ
プ
宣
言
２
・
０
」
に
お
け
る
村
の

将
来
像
を
見
据
え
、
喫
緊
の
課
題
解
決

を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
予

算
化
し
ま
し
た
。２
年
目
を
迎
え
る「
輝

く
農
山
村
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
の
拡
充
、
村
道
改
良
、
村
道
橋
梁

補
修
事
業
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
特
殊
詐
欺

対
策
電
話
設
置
補
助
に
よ
る
安
心
安
全

な
村
づ
く
り
対
策
、
子
育
て
支
援
で
は

「
入
学
進
学
補
助
金
」
の
交
付
を
保
育

園
児
ま
で
拡
大
し
、
学
園
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
、
新
た
に

歯
科
疾
患
健
診
な
ど
を
計
画
し
、
前
年

度
と
比
較
し
て
11
・
7
％
増
の
総
額
で

23
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は
令
和

６
年
度
と
比
較
し
て
０
・
３
兆
円
増
額

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に
お
い
て

は
、
令
和
６
年
度
の
普
通
交
付
税
実
績

額
と
比
べ
約
15
％
減
の
８
億
７
千
万
円

に
見
積
も
っ
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま

す
。

　
村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源
は

７
億
５
９
２
６
万
円
余
（
31
・
90
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
の

一般会計 23億8,000万円の予算規模一般会計 23億8,000万円の予算規模
令和７年度予算

前年対比 11.74％減

　

歳
　
出

　

歳
　
入

実
績
見
込
等
か
ら
２
６
９
万
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税
を

除
き
６
億
５
６
１
５
万
円
余
で
、
国

県
支
出
金
が
２
億
６
０
５
１
万
円
余

（
10
・
9
％
）、
村
債
に
つ
い
て
は
、
前

年
比
39
・
26
％
増
の
２
億
３
０
９
０
万

円
（
９
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
付
金
３
億
５
千
万
円
（
14
・
７
％
）

に
つ
い
て
は
、
50
％
を
基
金
に
積
み

立
て
し
、
そ
の
基
金
は
各
事
業
の
財

源
、繰
入
金
２
億
２
９
８
万
円
余
（
８
・

53
％
）
と
し
て
活
用
を
し
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
に
見
ま
す
と
、
好
調
な
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
に
要
す
る
経
費
、
輝
く

農
山
村
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

経
費
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
経
費
な

ど
総
務
費
が
８
億
４
４
４
１
万
円
余

（
35
・
48
％
）、
次
い
で
農
林
水
産
業
費

３
億
２
５
４
３
万
円
余
（
13
・
67
％
）、

教
育
費
２
億
６
１
０
７
万
円
余
（
10
・

97
％
）
以
下
民
生
費
、
公
債
費
、
土
木

費
、
衛
生
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、
物
件

費
が
６
億
１
２
４
５
万
円
余
（
25
・

73
％
）、
次
い
で
普
通
建
設
事
業
費

４
億
４
９
２
３
万
円
余
（
18
・
88
％
）、

補
助
費
、
人
件
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
（ 

）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お
け

る
構
成
比



災害復旧費　60　0.00%

議会費 27,915
 1.17%

商工費 109,220
　4.59%

予備費 1,000
　0.04%

諸支出金 2
　0.00%

災害復旧事業費　60　0.00%

公債費（繰上償還）
2

　0.00%

出資金貸付金
22,400
0.94%

扶助費 67,573
 2.84％

維持補修費 10,991
 0.46％

予備費 1,000
0.04%

公債費（定期分）184,665　7.76%

積立金 178,732　7.51%

普通建設事業費
449,239　18.88%

補助費　374,556　15.74%

物件費　612,458　25.73%

人件費　347,713　14.61%

繰出金　130,611　5.49%

性  質  別目  的  別

公債費
（繰上償還）

2
　0.00%

消防費 64,948
　2.73%

農林水産業費
325,432　13.67%

総務費　844,412　35.48%

公債費（定期分）184,665　7.76%

民生費　222,203　9.34%

衛生費　169,308　7.11%

教育費　261,075　10.97%

土木費　169,758　7.13%

令和７年度の主な新規事業
区　分 実　施　事　業

総務費
【旧保育所改修工事】
杉っ子が利用する旧保育所作業所を保健所の指導により改修します

総務費
【お試し協力隊・協力隊インターン事業】
地域を知り、村での活動を目指し、お試し協力隊では村に 3 日程度、協力隊インターン
では最長 3 カ月間の活動をします

総務費
【地域活性化企業人事業】
村の情報発信に関するブランディングデザイン、関係人口づくりなど、大都市圏の企業、
企業に属する方と連携した事業を実施します

総務費
【防犯対策推進補助】
地域・個人が設置する防犯カメラ、特殊詐欺対策防止電話設置に対する補助をします

民生費
【福祉バス更新事業】
福祉バスの更新をします

衛生費
【診療機器購入事業】
20 ～ 70 歳の住民を対象に、歯科疾患健診を実施し、口腔健康推進を図ります

衛生費
【歯科疾患健診事業】
デジタルＸ線の同読取り機器を購入します

Information お知らせ
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区　分 実　施　事　業

農林水
産業費

【フォークリフト購入事業】
農産物搬送用のフォークリフトを購入します

農林水
産業費

【ネバーランド機器更新事業】
アイスクリームの原材料を均一に混ぜる機器を更新します

土木費
【道整備交付金村道改良事業】
道整備交付金を活用し、外山地区北 -38 号線の法面工事を行います

土木費
【村道メンテナンス事業修繕計画策定事業】
橋梁の安全点検の結果から羽根坂橋（新井）の修繕工事と、明林橋（外山）の修繕設計
を行ないます

教育費
【保育所お遊戯室エアコン設置事業】
保育所お遊戯室にエアコンを設置します

教育費
【学校施設整備事業】
学園教室等の照明器具をＬＥＤ器具に更新し、環境整備と電気消費の軽減を図ります

教育費
【学園給食機器更新事業】
学園給食調理室の食器消毒保管機及びガス炊飯器を更新します

教育費
【社会体育施設整備事業】
森沢にある弓道場の大型サッシの改修工事を行ないます

公営企業会計

区　　　　　分 令和７年度予算額 令和６年度予算額 比　　　較 比　率（％）

簡易水道公営企業会計 91,401 110,177 △ 18,776 △ 17.0

下水道公営企業会計 122,652 121,746 906 0.7

合　　　　計 214,053 231,923 △ 17,870 △ 7.7

※ 公営企業会計は資産を計上した金額になります

　　　　　　　　　各会計別予算の比較　　　　　　（単位：千円）

区　　　　　分 令和７年度予算額 令和６年度予算額 比　　　較 比　率（％）

一 般 会 計 2,380,000 2,130,000 250,000 11.7

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 81,000 104,000 △ 23,000 △ 22.1

介 護 保 険 特 別 会 計 218,418 207,318 11,100 5.4

根 羽 村 営 バ ス 特 別 会 計 34,650 19,400 15,250 78.6

後期高齢者医療特別会計 21,000 22,000 △ 1,000 △ 4.5

特 別 会 計 合 計 355,068 352,718 2,350 0.7

合　　　　　計 2,735,068 2,482,718 252,350 10.2

Informationお知らせ

4広報ねば2025.3



5 広報ねば2025.3

一
般
会
計

�
補
正
予
算
等

23
議
案
に

�
つ
い
て
審
議

３月
定例会

一

般

質

問

　

３
月
４
日
・
５
日
・
10
日
・
12
日

の
四
日
間
に
わ
た
り
、
３
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に

つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
片
桐
康
孝
議
員

　

機
能
化
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
管
理
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た

な
い
方
へ
は
今
後
ど
の
よ
う
な

説
明
を
し
て
い
く
か
。
任
意
で

あ
る
こ
と
か
ら
地
域
と
し
て
進

め
ら
れ
る
か
。
保
険
証
の
紐
づ

け
の
な
い
方
に
は
ど
の
よ
う
な

周
知
を
す
る
か
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
個

人
情
報
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
が

個
人
情
報
管
理
に
対
し
て
、
村

で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

●
有
効
期
限
の
管
理
は
国
か
自
治

体
が
両
方
で
行
っ
て
い
る
の
か

不
明
だ
が
村
と
し
て
は
ど
う
周

知
を
行
う
か
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
破

損
、
紛
失
へ
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

村
長

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
個
人
情
報
の
協

力
や
管
理
は
全
て
国
が
行
っ
て

い
る
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
カ
ー
ド
の
発
行
受
付
、
発

行
手
続
き
が
業
務
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
情
報
管
理
に
関
す
る

も
の
は
で
き
な
い
と
い
う
形
に

な
っ
て
る
の
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
当
初
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
に
つ
い

て
は
82
・
４
%
で
あ
り
、 

従

来
の
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
の
12
月
２
日
以

降
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
保
険

証
は
有
効
期
限
ま
で
の
間
、
最

長
１
年
間
は
使
用
で
き
る
と

な
っ
て
い
る
。 

ま
た
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
有
効

期
限
が
令
和
７
年
の
７
月
31
日

と
な
っ
て
お
り
、
有
効
期
限
が

切
れ
る
場
合
で
も
、
必
要
な
方

に
は
資
格
確
認
証
が
交
付
さ
れ

る
た
め
、
特
に
不
便
は
生
じ
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。
今
年
１

月
発
行
の
広
報
誌
に
も
具
体
的

な
こ
と
は
記
載
し
て
お
り
、
引

き
続
き
広
報
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
や
保
険
証
の
紐

づ
け
に
つ
い
て
も
任
意
と
は
言

い
な
が
ら
、
村
と
し
て
も
強
制

は
で
き
な
い
が
引
き
続
き
呼
び

か
け
を
し
て
い
く
。
参
考
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運

転
免
許
証
の
一
体
化
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
の
３
月
24
日
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
詳
し

い
情
報
も
わ
か
り
次
第
、
お
知

ら
せ
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。 

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ご
承
知
の
よ
う

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は

氏
名
、住
所
、性
別
、生
年
月
日
、

個
人
番
号
、
顔
写
真
が
入
っ
て

お
り
、
I
C
チ
ッ
プ
に
関
し

て
は
税
や
年
金
と
か
病
歴
等
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報

が
記
録
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人

情
報
は
国
が
全
て
管
理
を
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

限
ら
ず
、
個
人
情
報
の
管
理
に

つ
い
て
は
既
に
村
で
取
り
組
ん

で
い
る
様
々
な
取
り
組
み
と
同

様
な
形
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

●
有
効
期
限
の
管
理
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
発
行
日
か
ら
10
回
目
の
誕
生

日
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
未
成

年
者
は
５
回
目
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
。
有
効
期
限
の
切
れ
る
二
、

三
ヶ
月
前
に
国
か
ら
直
接
有
効

期
限
関
係
の
通
知
が
送
付
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
更
新
手
続
き
を
行
う

こ
と
と
な
って
い
る
。 

●
紛
失
等
に
関
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
申
請
者
本
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
役
場
で

再
発
行
の
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。 

カ
ー
ド

の
再
発
行
手
数
料
は
、
8
0
0

円
ま
た
、
カ
ー
ド
搭
載
の
電
子

証
明
書
の
発
行
が
2
0
0
円

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
へ

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
再
発
行
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
面
も
ま

た
広
報
等
を
通
じ
て
何
回
か

P
R
を
し
て
い
く
。 

議
員　
村
長
が
言
わ
れ
た
通
り
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
全
て
が
任

意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
村
の

対
応
も
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、複
雑
化
し
て
い
く
が
、

個
人
デ
ー
タ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
情
報
の
流
出
等
な
い

よ
う
に
今
後
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
定
期
的
な
実
施
は
必
要
不
可

欠
な
の
で
し
っ
か
り
と
し
た
対
応

を
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
お
願
い
す

る
。
時
折
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ケ
ー
ス

に
入
れ
て
い
る
方
も
見
か
け
ま
す

が
、
ス
マ
ホ
は
磁
気
を
帯
び
て
い

る
の
で
カ
ー
ド
キ
ー
の
環
境
に
は

大
変
よ
く
な
い
か
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
併
せ
て

周
知
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
農
業
集
落
排
水
の
管
理
に
つ
い
て

●
当
村
の
下
水
道
下
水
管
の
点
検

は
い
つ
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た

か
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
点
検

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
、
点
検

が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
そ

の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

●
下
水
管
の
点
検
の
際
、
空
洞
化

の
あ
わ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

●
点
検
結
果
を
広
報
誌
な
ど
村
民

に
公
表
し
て
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　
根
羽
村
農
業
集
落
排
水
に

つ
い
て
は
基
本
的
に
２
ヶ
所
あ
る

と
い
う
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、

ま
ず
１
ヶ
所
が
根
羽
地
区
で
農
業

集
落
排
水
事
業
で
実
施
し
た
。
こ

れ
は
供
用
開
始
が
平
成
14
年
の
10

月
１
日
か
ら
で
、
管
路
延
長
は
約

20
キ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
小
規
模
集
落
排
水
事
業
が
高
橋

地
区
で
行
わ
れ
て
お
り
、
供
用
開

始
が
平
成
８
年
の
４
月
に
な
り
、

管
路
延
長
は
約
１
キ
ロ
に
な
っ
て

い
る
。
根
羽
の
管
路
に
つ
い
て

は
、
主
に
V
P
管
が
入
っ
て
お

り
、
径
は
70
ミ
リ
か
ら
2
0
0

ミ
リ
が
入
っ
て
お
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

●
下
水
管
の
点
検
で
は
農
業
集
落
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排
水
事
業
、
根
羽
地
区
の
関
係

で
、
令
和
２
年
度
に
国
庫
補
助

事
業
で
、
長
寿
命
化
計
画
に
よ

る
最
適
化
整
備
構
想
を
策
定
し

た
。
そ
の
際
に
管
路
等
の
機
能

診
断
の
調
査
委
託
業
務
を
管
理

す
る
長
野
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
に
委
託
し
た
。
調
査

方
法
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
マ
ン

ホ
ー
ル
の
間
を
懐
中
電
灯
等
使

用
し
て
光
で
照
ら
し
、
管
路
の

歪
み
、
ひ
び
割
れ
、
腐
食
等
に

つ
い
て
目
視
で
点
検
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
で
、
経
年
劣
化

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
点
検
し

た
環
境
全
て
が
健
全
度
で
い
う

と
最
上
位
で
あ
っ
て
、
緊
急
の

対
策
や
調
査
の
必
要
が
特
に
な

い
と
い
う
こ
と
で
報
告
を
受
け

て
い
る
。
小
規
模
排
水
事
業
に

つ
い
て
は
特
に
点
検
を
し
て
い

な
い
の
が
今
現
状
で
あ
る
。

●
下
水
管
の
点
検
の
際
に
空
洞
化

も
調
査
を
し
て
い
く
か
と
い
う

提
案
に
つ
い
て
、
今
後
管
路
等

の
点
検
に
つ
い
て
は
、
今
申
し

上
げ
た
よ
う
に
管
理
団
体
の
長

野
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
と
相
談
し
な
が
ら
実
施
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
提
案

の
空
洞
化
に
つ
い
て
の
調
査
に

つ
い
て
も
同
様
に
管
理
団
体
と

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
実
施
方

法
等
を
含
め
て
検
討
し
た
い
と

考
え
る
が
、通
常
の
目
視
点
検
、

通
常
の
管
理
の
中
で
も
道
路
の

陥
没
等
の
部
分
に
つ
い
て
、
確

認
す
る
こ
と
で
き
る
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
い
ろ
ん
な

通
報
等
を
受
け
る
な
ど
、
引
き

続
き
気
を
配
っ
て
管
理
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
点
検
結
果
を
広
報
し
て
公
表
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
令
和
２
年
度
と
具
体
的
な
公

表
結
果
は
多
分
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
う
の
で
、
今
後
こ
う
いっ
た

場
合
は
広
報
紙
等
で
広
報
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

議
員　
当
村
の
農
業
集
落
排
水
は

20
年
ほ
ど
と
比
較
的
に
新
し
い
部

類
に
入
り
腐
食
し
に
く
い
と
村
長

の
説
明
が
あ
っ
た
通
り
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
度
重
な
る
地

震
の
影
響
や
漏
洩
が
な
く
て
も
、

村
独
自
の
地
下
水
が
空
洞
化
を
作

る
可
能
性
も
十
分
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
八
潮
市
の
陥
没
事

故
を
受
け
て
急
遽
点
検
を
始
め
た

行
政
も
あ
り
ま
す
。
当
初
に
お
い

て
も
、
万
全
な
体
制
を
と
り
想
定

外
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
定

期
的
な
点
検
を
各
地
に
行
っ
て
い

た
だ
き
、
村
長
が
申
さ
れ
た
よ
う

に
結
果
を
村
民
周
知
し
て
い
く
い

う
こ
と
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
に
農

業
集
落
排
水
に
よ
る
安
心
感
や
信

頼
感
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
村

民
が
安
心
し
て
日
々
暮
ら
せ
る
よ

う
な
益
々
の
ご
尽
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
片
桐
紳
一
郎
議
員

●
教
育
の
中
間
支
援
組
織
に
つ
い

て
議
員　
そ
も
そ
も
教
育
に
お
け
る

中
間
支
援
組
織
と
は
何
か
。

教
育
長　
中
間
支
援
組
織
と
は
、

内
閣
府
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
ま
す
と
行
政
と
地
域
の
間
に

立
っ
て
社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
地
域
に
お
け
る
様
々
な
団
体

や
団
体
間
の
連
携
を
支
援
す
る
組

織
、
資
源
、
各
人
、
物
、
金
、
情

報
等
の
橋
渡
し
、
団
体
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
価
値
の
創
出
、

政
策
提
言
や
調
査
研
究
と
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
教
育
に
置
き
換
え

る
と
、
１
つ
目
と
し
て
村
と
学
校
、

村
の
日
常
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的

な
役
割
、
２
つ
目
と
し
て
村
や
学

校
に
対
し
、
何
ら
か
の
提
言
、
調

査
研
究
、
教
育
的
価
値
の
創
出
を

行
う
。
３
つ
目
と
し
て
、
村
に
寄

り
添
い
、
人
、
物
、
予
算
、
情
報

に
関
わ
る
伴
走
支
援
を
行
う
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

議
員　
中
間
支
援
組
織
設
営
設
立

の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

教
育
長　
村
で
は
、
学
び
の
村
作

り
を
掲
げ
て
お
り
、
中
間
支
援
組

織
の
目
的
１
つ
目
は
、
学
校
と
村

と
の
連
携
。
次
に
、
保
育
所
、
学

校
を
支
え
る
仕
組
み
作
り
。
３
つ

目
に
、
子
供
と
大
人
の
学
び
を
繋

ぐ
社
会
教
育
の
仕
組
み
作
り
が
主

な
目
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　
こ
の
中
間
支
援
組
織
を
始

め
る
に
あ
た
り
、
根
羽
村
の
学
校

の
教
育
事
情
を
分
析
し
た
結
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
学

校
現
場
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
等

か
ら
、
こ
の
中
間
支
援
組
織
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
さ
れ
た

の
か
。

村
長　
そ
れ
で
は
昨
年
の
答
弁
も

踏
ま
え
て
少
し
お
答
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
ま
ず
村
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
推
進
、
そ
し
て
教
育
の
魅

力
化
、
村
営
塾
の
立
ち
上
げ
お
よ

び
運
営
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
つ
い
て

は
ご
承
知
の
よ
う
に
令
和
５
年
の

10
月
か
ら
総
務
省
の
地
域
お
こ
し

企
業
人
の
制
度
を
使
っ
て
、
東
京

に
本
社
の
あ
る
株
式
会
社
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
と
契
約
を
し
て

や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど

３
年
間
の
契
約
が
満
期
に
な
る
時

点
で
、
引
き
続
き
契
約
を
更
新
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

お
話
を
し
て
い
た
。
た
だ
し
今
ま

で
の
や
り
方
で
は
今
ま
で
や
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
そ
ん
な
に
残
ら

ず
、
企
業
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
協
議
を
し
て
い
た
が
、
な
か

な
か
そ
う
い
っ
た
部
分
の
協
議
が

折
り
合
わ
ず
、
昨
年
の
３
月
を

も
っ
て
こ
の
契
約
が
終
了
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
学
習
支
援
や
活
動
拠
点
等
、

地
域
の
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の

構
築
で
す
と
か
課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ

て
地
域
で
運
営
し
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
役
割
を
持
つ

組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
ま
ず

１
つ
検
討
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時

に
喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
様
々
な
学
び
の
環

境
を
保
全
す
る
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
中
間
支
援
組
織
の
立

ち
上
げ
と
運
営
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
中

間
支
援
組
織
に
つ
い
て
現
在
研
究

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
学
び

の
村
作
り
に
お
け
る
村
全
体
で
の

学
校
教
育
を
支
え
る
仕
組
み
や
、

子
供
と
大
人
の
学
び
を
繋
ぐ
社
会

教
育
と
の
関
連
が
で
き
る
組
織
と

し
て
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
お

り
、
学
校
、
校
長
先
生
と
話
を
す

る
中
で
、
こ
う
い
っ
た
組
織
が
稼

働
で
き
れ
ば
学
校
と
し
て
も
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
い
う
意
見
を
踏

ま
え
、
今
ま
さ
に
そ
の
検
討
に
入

り
な
が
ら
、
現
状
を
維
持
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

議
員　
例
え
ば
な
ぜ
令
和
６
年
度

当
初
予
算
の
説
明
の
折
に
具
体
的

な
計
画
の
説
明
が
な
か
っ
た
の

か
。
具
体
的
な
説
明
が
な
い
ま

ま
、
先
の
見
通
し
が
し
っ
か
り
な

い
ま
ま
、
議
会
へ
提
案
さ
れ
、
予
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算
化
す
る
考
え
で
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
。

村
長　
先
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
よ
う
に
、
予
定
し
て
い
た

フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
の
委

託
契
約
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
学
び
の
環
境
を
保
全
す
る
対
応

を
と
る
こ
と
と
、
新
た
な
村
内
で

の
組
織
立
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
昨
年
の
当
初
予
算
に
は

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
予
算

説
明
時
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
内
容
に
十
分
納
得
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
反
省
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

中
間
支
援
組
織
の
必
要
に
つ
い
て

は
先
ほ
ど
説
明
し
た
通
り
で
あ

り
、
ご
理
解
等
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。今
ま
さ
に
検
討
中
で
あ
り
、

い
ろ
ん
な
機
会
で
ど
ん
ど
ん
意
見

を
お
出
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
繰
り
返
し
ま
す
け
ど

も
昨
年
度
に
説
明
不
足
で
あ
っ
た

と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
真
摯

に
受
け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

し
っ
か
り
と
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
と
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

72
に
つ
い
て

議
員　
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を

検
討
し
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
具
体
的
に

お
示
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長　
今
年
長
野
市
で
起
き
た
凶

悪
事
件
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
存
在
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
皆
さ
ん

も
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。
そ
う

は
言
っ
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
公
共
施
設
の
設

置
は
こ
れ
か
ら
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
過
去

に
お
い
て
そ
ん
な
に
回
数
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
反
対
意
見
も
あ
り
進
ん

で
な
い
の
が
現
状
。
今
後
も
特
に

公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
し
っ
か

り
と
意
見
を
聞
き
な
が
ら
設
置
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
個
人
や
団
体
等
か
ら

も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
要
望
も

聞
い
て
お
り
、
今
年
度
、
新
た
に

地
域
や
個
人
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
場
合
等
、
振
り
込
め
詐
欺

の
電
話
等
も
非
常
に
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
詐
欺
防
止

用
の
電
話
の
設
置
に
つ
い
て
も
補

助
を
検
討
し
総
額
予
算
で
あ
る

が
、
予
算
計
上
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
ま
ず
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
時
間
を
も
ら
い
な
が
ら
実

施
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
考
え
だ

が
、
新
規
に
こ
う
い
っ
た
事
業
を

取
り
入
れ
、
決
定
次
第
ま
た
村
民

の
皆
さ
ん
に
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
お
示
し
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
の
箱
の

中
身
に
つ
い
て
一
部
の
職
員
が
こ

の
中
身
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、

多
く
の
職
員
は
中
身
を
見
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
村
民
も
中
身
に

つ
い
て
は
知
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
村

民
に
対
し
て
、
箱
の
中
身
に
つ
い

て
周
知
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要

望
し
て
お
り
、
１
月
25
日
の
議
会

議
員
、職
員
の
防
災
研
修
会
で
は
、

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
の
箱
の
中
身
が

全
て
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

村
で
は
や
は
り
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72

の
箱
の
中
身
や
保
管
場
所
等
に
つ

い
て
、
村
民
に
周
知
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。 

村
長　
災
害
の
発
生
時
に
72
時
間

分
の
飲
食
物
や
衣
類
等
の
非
常
用

物
資
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る

１
人
分
の
救
援
物
資
を
民
間
の
支

援
に
よ
っ
て
整
備
す
る
と
い
う
の

が
、
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
、
目
標
と
し

て
は
人
口
の
１
割
を
上
限
に
整
備

を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
村

で
は
、
そ
の
１
割
、
目
標
の
88
が

備
蓄
を
さ
れ
て
い
る
現
状
。
前
回

の
一
般
質
問
等
で
お
話
を
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
に

は
全
て
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
、
こ
こ
で
消
費
期
限

の
管
理
や
、
い
ざ
災
害
が
あ
っ
た

と
き
に
他
地
域
へ
支
援
す
る
こ

と
、
消
費
期
限
が
切
れ
た
と
き
に

こ
の
部
分
を
ま
た
更
新
す
る
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

72
の
会
社
で
管
理
を
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
は
72
品
の
非
常
用
物
資
が

入
っ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

写
真
が
小
さ
か
っ
た
が
11
月
の
広

報
で
も
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
。

保
管
場
所
に
つ
い
て
も
上
町
と
田

島
の
防
災
倉
庫
２
ヶ
所
に
保
管
し

て
い
る
。
ま
た
防
災
訓
練
等
、
機

会
が
あ
れ
ば
、
再
度
周
知
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

●
根
羽
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
第
２
期
）
に

つ
い
て

議
員　
こ
の
戦
略
は
あ
と
１
ヶ
月

で
終
了
で
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な

検
証
結
果
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と

い
う
の
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
プ
ラ
ン
、
チ
ェ
ッ
ク
、

ア
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
プ

ラ
ン
は
計
画
、
ル
ー
ル
は
実
行
、

チ
ェ
ッ
ク
は
評
価
、
ア
ク
シ
ョ
ン

は
改
善
で
す
。 

こ
れ
ら
の
検
証

結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
根
羽
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み

よ
い
環
境
を
確
保
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
の
あ
る
日
本
社
会
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
に
成
立
し
た
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体

で
、
創
生
に
関
す
る
目
標
や
政
策

に
関
す
る
基
本
的
方
向
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
村

で
も
平
成
31
年
度
検
討
す
る
初
版

を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
。

初
版
で
は
、
国
で
示
さ
れ
た
４
つ

の
基
本
目
標
に
沿
い
、
地
域
資
源

の
活
用
、
新
た
な
発
想
で
村
内
の

雇
用
、
経
済
の
循
環
を
確
保
、
そ

し
て
交
流
か
ら
移
住
定
住
生
活
の

質
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
充
実
し
た

山
村
暮
ら
し
の
実
現
。
安
心
安
全

な
田
舎
の
創
造
を
基
本
目
標
に
し

て
成
果
目
標
を
定
め
て
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
初
版
の
実
績
等

に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
の
終
了

時
に
検
証
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
産
官
学
金
の
関
係
者
等
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
検
証
し
、
当
時

の
議
会
に
も
お
示
し
を
し
た
。
平

成
31
年
度
末
を
期
限
に
し
た
初
版

に
続
い
て
令
和
２
年
度
か
ら
５
年

間
の
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
第
２
期
を
策
定
し
て
お

り
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。 

第
２
期
に
つ
い
て

は
、
諸
般
の
四
つ
の
基
本
目
標
に

加
え
て
２
つ
の
横
断
的
な
目
標
が

示
さ
れ
て
お
り
、
初
版
で
四
つ
の

基
本
目
標
を
基
本
的
に
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
新
た
に
多
様
な
意
見

か
ら
始
め
る
村
作
り
、
そ
し
て
新

し
い
時
代
に
小
さ
な
村
か
ら
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
２
つ
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の
横
断
的
目
標
を
定
め
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
。
第
２
期

の
計
画
期
間
は
６
年
度
末
に
な
っ

て
お
り
、
諸
般
と
同
様
に
検
証
を

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
産
官
学

金
の
関
係
者
を
含
め
た
委
員
会
を

改
め
て
開
催
し
、
ま
だ
開
催
時
期

に
つ
い
て
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
３
月
末
で
こ
の
計
画
終
了

し
す
る
た
め
、
そ
の
時
点
で
こ
う

い
っ
た
検
証
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
公

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　
第
３
期
の
総
合
戦
略
に
つ

い
て
は
あ
と
１
ヶ
月
４
月
１
日
か

ら
始
ま
る
と
い
う
理
解
で
い
い
か

と
思
う
が
、
や
は
り
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
の
は
、
計
画

の
策
定
、
実
行
、
評
価
、
改
善
を

繰
り
返
す
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な

計
画
に
し
て
い
く
た
め
の
手
法
で

あ
り
ま
す
。
数
値
目
標
の
結
果
に

基
づ
く
検
証
結
果
で
あ
る
だ
と

か
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
報
告
な
ど
は
議

会
に
諮
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
住
民

へ
の
周
知
は
あ
る
の
か
。

村
長　
こ
の
検
証
の
中
で
産
官
学

金
の
メ
ン
バ
ー
に
前
回
は
議
員
の

皆
さ
ん
も
入
っ
て
お
り
、
今
回
も

多
分
入
ら
れ
る
よ
う
な
る
と
思
う

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
検
証

結
果
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
も
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
し
、
ま
た

広
報
等
あ
る
い
は
地
区
懇
談
会
な

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
も
公
表
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
村
の
総
合
計
画
と
今
話
し

て
い
る
、
根
村
村
ま
ち
ひ
と
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
と
は
全
く
別
の

も
の
に
な
る
同
じ
も
の
な
の
か
。

村
長　
基
本
的
に
は
別
の
も
の
に

な
る
が
、
方
向
性
は
全
く
一
緒
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
創
生
計
画
を

作
る
こ
と
に
よ
り
国
の
交
付
金
事

業
が
得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
形

に
な
っ
て
い
る
。

議
員　
例
え
ば
、
村
民
全
体
に
意

見
を
聞
く
と
い
う
ふ
う
に
し
た
と

き
に
、
今
回
出
さ
れ
た
村
作
り
の

根
羽
村
総
合
計
画
を
ま
と
め
る
会

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人
は
来
て

く
だ
さ
い
み
た
い
な
形
で
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
い
う
会
を
一
度
や

る
だ
け
で
、
１
回
の
委
員
会
で
全

て
終
わ
る
と
い
う
ふ
う
に
す
る
の

か
、
そ
れ
こ
そ
住
民
へ
の
説
明
、

住
民
へ
の
意
見
を
聞
く
機
会
が
あ

り
、
ま
た
産
業
界
の
方
々
か
ら
意

見
を
聞
く
機
会
も
あ
る
。
教
育
福

祉
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会

が
あ
る
。
専
門
部
か
ら
意
見
を
聞

く
機
会
が
あ
る
。
行
政
関
係
者
か

ら
意
見
を
聞
く
機
会
が
あ
る
。
こ

れ
ら
を
一
遍
に
ポ
ン
ッ
と
や
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
１
つ
の
意
見

を
吸
い
上
げ
る
こ
と
は
本
当
に
可

能
な
ん
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に

委
員
会
を
も
っ
て
吸
い
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
計
画
戦
略

が
で
き
る
か
と
考
え
る
。
ど
う
も

１
回
や
っ
た
か
ら
や
り
ま
し
た
的

な
形
で
は
、
本
当
に
そ
れ
が
計
画

と
い
う
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
甚

だ
疑
問
が
残
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
三
浦
寛
本
議
員

●
根
羽
村
簡
易
水
道
の
令
和
６
年

度
実
施
の
管
路
更
新
計
画
策
定

に
つ
い
て

議
員　
基
本
方
針
の
作
成
と
し
て

既
存
資
料
と
現
地
調
査
に
よ
る
現

状
把
握
を
す
る
際
、
現
状
把
握
は

ど
こ
ま
で
把
握
で
き
た
の
か
。
ま

た
現
地
調
査
は
村
全
体
を
ど
の
よ

う
に
し
て
行
い
、
誰
が
行
っ
た
の

か
。
業
務
請
負
業
者
で
あ
れ
ば
、

現
地
調
査
の
際
、
調
査
状
況
等
を

職
員
の
立
会
い
確
認
は
行
っ
た
の

か
。

住
民
課
長　
本
業
務
で
す
が
、
新

日
本
設
計
株
式
会
社
と
契
約
し
て

お
り
ま
し
て
、
業
務
期
間
は
令
和

６
年
４
月
26
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
村

の
簡
易
水
道
事
業
は
供
用
開
始
か

ら
40
年
が
経
過
し
て
お
り
管
路
の

老
朽
化
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
業
務
で
は
、
課
題
解

決
の
た
め
に
計
画
的
か
つ
効
率
的

な
管
の
更
新
を
実
施
す
る
た
め
の

管
路
更
新
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
の
進

捗
状
況
は
、
最
終
的
な
ま
と
め
の

段
階
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
。
次
に
現
地
調
査
に
つ
い
て
、

既
存
資
料
の
確
認
と
現
地
調
査
か

ら
、
現
状
で
は
管
路
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
全
て
把
握
で
き
て
い
る

状
態
に
あ
る
。
ま
た
現
地
調
査
で

は
、
下
水
道
担
当
職
員
の
立
会
い

の
も
と
請
負
業
者
と
の
間
の
台
帳

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
徒
歩

に
て
全
て
の
現
地
確
認
を
取
る
と

い
う
状
況
で
す
。

議
員　
将
来
10
年
か
ら
15
年
先
の

水
道
事
業
の
予
測
、
合
理
性
等
を

考
慮
し
た
年
次
計
画
等
の
様
々
な

調
査
を
行
い
、
進
捗
状
況
等
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
状
況
報
告

を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ

の
報
告
は
今
後
行
わ
れ
る
予
定
は

あ
る
の
か
。
ま
た
い
つ
頃
で
あ
る

の
か
。
ま
た
７
年
度
に
お
い
て
こ

の
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
行
う

か
ど
う
か
。

住
民
課
長　
本
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
現
在
業
務
期
間
中
で
あ
り
、

最
終
的
に
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
が

年
度
末
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
報
告
書
の

内
容
を
精
査
し
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
え
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
報
告
事
項
に
つ
い
て

も
、
内
容
を
精
査
す
る
中
で
考
え

て
い
き
た
い
。 

議
員　
今
の
質
問
の
中
で
通
告
に

は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
新
年
度
で
は
、
こ
の
調
査

に
よ
っ
た
計
画
に
基
づ
い
た
事
業

を
行
う
の
か
ど
う
か
。

住
民
課
長　
７
年
度
に
つ
い
て
は

今
回
の
報
告
書
を
受
け
、
７
年
、

８
年
と
さ
ら
に
設
計
に
つ
い
て
協

議
し
、
そ
の
後
、
詳
細
設
計
、
工

事
の
発
注
と
い
う
よ
う
な
流
れ
を

考
え
て
い
る
。

議
員　
管
路
更
新
計
画
策
定
に
よ

り
、
何
年
間
で
整
備
が
で
き
る
の

か
な
ど
村
民
へ
の
周
知
を
聞
く
懇

談
会
、
広
報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
計
画
の
概
要
を
示
し
、
そ

の
必
要
な
情
報
を
適
時
調
べ
る
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
実

際
に
実
行
な
さ
れ
た
の
か
。
今
住

民
課
長
の
答
弁
の
中
で
ま
だ
３
月

い
っ
ぱ
い
で
な
い
と
こ
の
管
路
更

新
計
画
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
前
に
こ
う
い
っ

た
情
報
提
供
等
を
行
っ
た
か
ど
う

か
。

村
長　
先
ほ
ど
住
民
課
長
が
答
弁

し
た
よ
う
に
、
管
路
の
更
新
計
画

策
定
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
ま

も
な
く
報
告
書
が
出
て
く
る
と
い

う
段
階
で
あ
り
、
特
に
こ
れ
に
対

し
て
の
広
報
は
し
て
い
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
今
回
出
て
く
る
こ

の
報
告
書
を
ベ
ー
ス
と
し
、
こ
れ

か
ら
具
体
的
に
実
施
し
て
い
く

か
、
多
分
相
当
の
年
数
と
相
当
の

金
額
が
か
か
っ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先

ほ
ど
住
民
課
長
が
話
し
た
よ
う
に

し
っ
か
り
と
検
討
を
し
、
ど
の
部

分
か
ら
着
手
し
て
い
く
の
か
を
決
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め
て
、
そ
し
て
あ
る
程
度
具
体
案

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
概
要
等
に

つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
示
し
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員　
今
回
私
が
こ
の
簡
易
水
道

関
係
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
は
３

回
目
と
な
り
ま
す
。
世
間
で
い
う

50
年
問
題
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
、

ま
た
新
聞
テ
レ
ビ
報
道
等
で
各
地

で
水
道
管
の
破
裂
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ス
報
道
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
検
等
に
つ
き
ま
し
て
は

急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
、
村
民
へ
の
安
心
安

全
の
提
供
お
よ
び
情
報
公
開
を
お

願
い
し
た
い

●
既
存
の
社
会
教
育
施
設
の
管
理

運
営
等
に
つ
い
て

議
員　
根
羽
村
に
あ
る
社
会
教
育

施
設
で
す
が
、
こ
の
使
用
状
況
の

把
握
、
今
後
の
維
持
管
理
お
よ
び

修
繕
計
画
等
に
つ
い
て
、
近
年
、

全
く
こ
の
何
年
間
、
全
く
利
用
さ

れ
て
い
な
い
森
沢
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
茶
室
、
今
後
の
利
用
お
よ
び

管
理
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
お

考
え
な
の
か
。 

当
然
現
場
を
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
最
近
草
刈

り
等
を
行
っ
た
み
た
い
で
す
が
草

の
根
ま
で
は
除
去
さ
れ
て
お
ら

ず
、
到
底
テ
ニ
ス
が
で
き
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
森
沢

交
流
施
設
に
あ
る
茶
室
お
よ
び
周

辺
の
庭
園
は
無
法
地
帯
と
な
っ
て

い
る
。
実
際
に
現
地
確
認
を
し
て

み
て
の
感
想
も
含
め
て
、
ご
回
答

お
願
い
し
た
い
。

教
育
長　
以
前
は
中
学
生
の
軟
式

テ
ニ
ス
部
で
使
用
し
て
い
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ド
で
す
が
、
近
年
利
用
自

体
が
な
く
、
手
つ
か
ず
の
状
況
で

あ
っ
た
。
除
草
作
業
し
た
が
現
在

使
用
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
景
観
を
損
ね
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
維
持
管
理
を
し
て
い

く
。
今
後
、
部
活
あ
る
い
は
社
会

体
育
等
で
利
用
希
望
の
可
能
性
が

出
て
く
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
茶
室
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
利
用
実
態
が
な
い
ま
ま

の
現
状
。
景
観
を
損
ね
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
管
理
を
進
め
る
と
と

も
に
、
利
用
促
進
の
働
き
か
け
が

進
む
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
そ
ん
な
中
、
総
合
的
な
予

算
の
関
係
も
あ
る
が
、
修
繕
ま
た

は
改
良
等
を
行
っ
て
い
く
予
定
は

あ
る
の
か
。
通
告
で
は
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
検
討
も
す
る
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
よ
ろ
し
い
か
。

教
育
長　
１
つ
１
つ
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
全
体
と

し
て
ど
う
や
っ
て
い
く
か
と
い
う

優
先
順
位
等
も
あ
る
の
で
、
教
育

委
員
会
だ
け
で
は
な
く
て
当
局
と

相
談
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ま
た

学
園
の
校
庭
の
定
期
的
な
除
草
の

実
施
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
。
根
羽
学
園
の
校
庭
に
関
し
ま

し
て
は
、
昨
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
、
校
庭
を
走
っ
て
い
る
際
、
除

草
さ
れ
て
い
な
い
草
に
つ
ま
ず
い

て
い
る
児
童
を
私
は
目
撃
し
た
。

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
今
の
時
期
は

雑
草
等
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い

が
、
１
年
を
通
じ
て
20
セ
ン
チ
以

上
に
な
っ
た
雑
草
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

１
面
に
生
え
て
お
り
、
あ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ろ

う
と
い
う
気
に
は
な
ら
な
い
し
、

村
外
の
方
が
訪
れ
た
と
き
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
だ
と
、
自
信
を
持
っ
て

案
内
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲
を
囲

む
擬
木
何
ヶ
所
か
崩
れ
て
い
る

が
、
そ
の
修
繕
ま
た
、
総
合
体
育

館
が
学
校
側
の
方
に
あ
る
物
置
等

何
年
も
放
置
さ
れ
る
現
状
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
修
繕

を
行
う
計
画
は
あ
る
の
か
。
こ
ち

ら
も
実
際
に
現
地
を
確
認
し
て
み

て
の
感
想
も
含
め
て
ご
回
答
お
願

い
し
た
い
。

教
育
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
あ
る
い
は

今
ご
指
摘
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い

て
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

根
羽
学
園
の
校
庭
に
つ
い
て
は
学

校
等
と
相
談
を
し
、
現
地
を
確
認

し
な
が
ら
教
育
環
境
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
困
っ
た
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
非
常
に
悲
し
い
思
い
を
し

た
お
子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

い
う
ふ
う
に
想
像
が
出
来
た
が
、

適
切
に
除
草
に
つ
い
て
は
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
。 

村
民
グ
ラ
ン

ド
の
擬
木
に
つ
い
て
は
確
か
に
だ

い
ぶ
崩
れ
て
い
た
り
、
鉄
の
金
具

が
出
て
い
た
り
、
修
理
が
必
要
な

状
態
と
い
う
こ
と
で
認
識
し
て
お

り
、
早
急
に
対
応
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。
村
民
体
育
館
の
物
置
に

つ
い
て
は
あ
の
中
に
テ
ン
ト
、
消

防
器
具
等
入
っ
て
い
る
が
、
担
当

者
が
必
要
に
応
じ
て
確
認
を
し
て

い
る
。
現
状
、
特
に
支
障
は
な
い

が
、
破
損
等
あ
れ
ば
、
予
算
化
、

あ
る
い
は
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員　
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

使
用
状
況
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。
現
在
木
材
資
材
置
き
場
に

な
っ
て
い
る
状
況
は
ご
存
知
な
の

か
。
ま
た
誰
の
指
示
で
木
材
資
材

置
き
場
に
な
っ
た
の
か
。
社
会
教

育
施
設
と
し
て
の
目
的
を
逸
脱
し

て
い
る
と
は
思
い
思
わ
な
い
の

か
。
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
施
設

と
し
て
と
て
も
良
い
施
設
で
す
。 

介
護
予
防
事
業
で
社
会
福
祉
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
生
き
が
い
教
室

な
ど
に
参
加
さ
れ
る
方
々
へ
の
軽

ス
ポ
ー
ツ
等
の
利
用
、
ま
た
室
内

ス
ポ
ー
ツ
で
で
き
る
モ
ル
ッ
ク
、

ペ
タ
ン
ク
等
の
利
用
価
値
は
無
限

に
あ
る
。 
こ
う
い
っ
た
こ
と
も

考
慮
し
、
今
後
の
利
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
こ
ち
ら
も
実
際

に
現
地
を
確
認
し
て
み
て
、
感
想

も
含
め
て
回
答
を
お
願
い
し
た

い
。

教
育
長　
根
羽
小
学
校
の
校
長
の

頃
そ
こ
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
楽
し
い
思
い
出
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
が
見
た
と
こ
ろ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
廃
部
と

な
り
現
在
の
利
用
実
態
が
な
い
現

状
。
そ
し
て
現
在
は
森
林
組
合
よ

り
一
時
的
に
借
用
で
き
な
い
か
と

申
し
出
が
あ
り
許
可
を
し
現
在

ハ
ッ
ト
と
い
う
販
売
用
の
試
作
品

を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
は
夏
ま
で

に
は
移
動
予
定
で
あ
り
、
今
ご
指

摘
の
あ
っ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
現
在
な
い
が
代
わ
り
の
も
の

と
の
意
見
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

森
沢
地
区
の
施
設
に
つ
い
て
は
ご

指
摘
の
よ
う
に
、
課
題
意
識
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
体
と
し

て
有
効
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
是

非
、
良
い
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
の
で
お

願
い
し
た
い
。

議
員　
以
前
の
全
員
協
議
会
で
も

提
案
し
た
屋
内
プ
ー
ル
の
村
民
へ

の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
、
検
討
協

議
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
昨
年

行
っ
た
夜
間
で
の
プ
ー
ル
開
放
は

と
て
も
好
評
で
、
屋
内
プ
ー
ル
利
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用
で
、
水
泳
教
室
や
リ
ハ
ビ
リ
を

含
め
た
健
康
教
育
等
、
住
民
へ
の

健
康
増
進
に
繋
げ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
お
考
え
な
の
か
。
あ
れ
だ

け
の
施
設
を
少
し
の
期
間
利
用
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
な

い
か
。
検
討
協
議
の
結
果
等
を
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　
昨
年
度
一
般
開
放
に
つ

い
て
は
、
８
月
12
日
夜
６
時
か
ら

９
時
ま
で
開
放
し
、
30
人
の
利
用

が
あ
っ
た
。
今
年
度
に
つ
い
て
も

実
施
を
予
定
し
て
い
る
が
、
監
視

員
の
資
格
者
を
常
時
２
名
配
置
す

る
た
め
の
人
員
確
保
、
光
熱
水
費

の
高
騰
、
あ
る
い
は
水
質
管
理

等
々
課
題
も
あ
る
の
で
、
こ
の
解

消
が
で
き
る
体
制
が
整
え
れ
ば
、

実
施
で
き
る
よ
う
に
進
め
た
い
と

考
え
る
。 

●
観
光
協
会
の
旧
組
織
の
生
産
お

よ
び
新
し
い
組
織
体
制
等
に
つ

い
て

議
員　
昨
年
の
９
月
議
会
に
て
一

般
質
問
し
た
中
で
、
法
人
化
さ
れ

た
根
羽
村
観
光
協
会
が
昨
年
の
12

月
に
解
散
し
た
こ
と
で
、
今
後
の

観
光
協
会
事
業
に
つ
い
て
、
早
急

に
検
討
し
て
い
く
と
村
長
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
法
人

化
に
伴
い
、
理
事
と
な
っ
た
方
々

お
よ
び
会
員
の
意
見
を
聞
き
、
早

急
に
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
理
事
へ
の
意

見
聴
取
も
な
く
、
代
表
理
事
会

長
の
辞
任
の
申
し
入
れ
を
受
け

た
だ
け
で
解
散
し
た
と
の
経
過

を
聞
い
た
。
観
光
協
会
の
収
支

報
告
、
決
算
、
会
計
の
残
金
は

約
5
0
0
万
円
ほ
ど
あ
る
と
お

聞
き
し
、
処
理
の
報
告
も
理
事
会

お
よ
び
会
員
に
示
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
最
終
的
な
理
事
会
も
開
催
し

な
い
ま
ま
で
い
る
現
状
は
異
常
で

あ
る
。 

こ
れ
は
観
光
協
会
の
大

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
村
と
し
て

の
責
任
の
一
端
が
あ
る
と
思
う

が
、
村
長
の
説
明
を
求
め
る
。 

ま
た
、
こ
の
観
光
協
会
の
問
題
提

起
か
ら
４
ヶ
月
く
ら
い
経
過
し
て

い
る
が
、
早
急
な
検
討
を
行
う
と

い
っ
た
村
長
の
答
弁
に
は
、
疑
念

を
覚
え
る
。 

ま
た
、２
月
に
な
り
、

商
工
会
の
会
員
を
招
集
し
、
商
工

会
の
会
員
の
み
の
意
見
聴
取
を
慌

て
て
行
い
検
討
協
議
を
行
っ
た
と

い
う
既
成
事
実
を
作
っ
た
と
し

か
思
え
な
い
。 

４
ヶ
月
も
の
間
、

何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
の
説
明
を

ど
う
説
明
を
行
う
の
か
。
ま
ず
、

多
額
の
観
光
協
会
会
計
残
金
の
処

理
お
よ
び
収
支
等
の
報
告
を
村
民

の
経
過
報
告
も
含
め
行
う
予
定
は

あ
る
の
か
。
残
金
の
処
理
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
、
お
聞

き
し
た
い
。

村
長　
一
般
社
団
法
人
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
し
た
観
光
協
会
の
解
散

の
経
緯
は
、
昨
年
の
９
月
の
一
般

質
問
で
も
お
答
え
し
た
通
り
。
昨

年
７
月
２
日
の
一
般
社
団
法
人
観

光
協
会
の
総
会
で
解
散
が
決
定
さ

れ
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
森
沢
の
予

約
等
の
関
係
か
ら
、
12
月
末
で
正

式
な
解
散
を
し
た
い
と
観
光
協
会

か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
ま
た

一
般
社
団
法
人
の
観
光
協
会
は
10

月
を
も
っ
て
解
散
を
し
て
、
１
月

に
法
人
の
解
散
登
記
が
で
き
た
と

話
を
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

協
会
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
７
月
２
日
の
観
光
協
会
の
総
会

で
報
告
を
さ
れ
て
議
決
さ
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の

会
計
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
の
決
算
会
計
で
あ
り
、
村
で
直

接
対
応
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、
観
光
協
会
内
で

適
切
な
処
理
が
な
さ
れ
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

議
員　

残
金
約
5
0
0
万
円
と

お
聞
き
し
た
。
こ
れ
は
村
か
ら
の

補
助
金
が
主
な
も
の
だ
と
お
聞
き

し
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
関
係

上
、
あ
く
ま
で
も
社
団
法
人
の
問

題
で
あ
っ
て
、
村
の
関
与
す
る
余

地
は
な
い
と
い
う
お
考
え
か
？

村
長　
昨
年
度
の
総
会
に
お
い
て

は
一
般
社
団
法
人
の
決
算
が
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
報
告

を
受
け
る
と
い
う
形
に
な
る
の

で
、
村
が
こ
れ
に
対
し
て
、
特
に

意
見
を
そ
こ
で
述
べ
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
当
然
村

か
ら
の
補
助
金
も
入
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
、
で
き
れ
ば
継
続
す
る
よ

う
な
形
に
な
れ
ば
一
番
望
ま
し
い

と
思
う
が
、
一
旦
こ
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
の
観
光

協
会
で
決
算
さ
れ
た
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

議
員　

こ
の
観
光
協
会
の
会
長

は
、
根
羽
村
に
は
在
籍
し
て
い
な

い
方
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
方
を
指

名
さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
組
織
が
で

き
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
事
態
が
決
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
し
、
5
0
0
万
円
余
り

の
お
金
の
保
管
等
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
的
な
こ
と
を
考
え
て
、
ど
こ

で
ど
の
よ
う
な
保
管
を
す
る
の
か

お
聞
き
し
た
い
。

村
長　
ま
だ
村
で
と
い
い
ま
す
か

観
光
協
会
の
組
織
が
決
定
し
て
い

な
い
た
め
旧
の
一
般
社
団
法
人
で

保
管
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。

議
員　
具
体
的
に
そ
の
場
所
は
ど

こ
か
。
そ
の
事
務
を
担
っ
て
い
た

の
は
、
現
在
役
場
職
員
に
な
っ
た

方
と
思
う
が
、
そ
の
方
個
人
が
管

理
を
し
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ

ろ
し
い
か
。

村
長　
通
帳
を
１
本
で
管
理
し
て

い
る
よ
う
で
、
個
人
が
持
つ
の
は

非
常
に
よ
く
な
い
た
め
一
旦
振
興

課
で
、
仮
に
お
預
か
り
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。

議
員　
法
人
の
解
散
に
よ
り
観
光

事
業
の
低
迷
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
村
は
無
関
係

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

説
明
責
任
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
説
明
を
行
う
予
定
は
あ

る
の
か
。
な
ぜ
９
月
議
会
に
お
い

て
答
弁
し
た
通
り
、
早
急
に
検
討

し
、
次
の
組
織
作
り
に
着
手
し
な

か
っ
た
の
か
。

村
長　
一
般
社
団
法
人
が
設
立
さ

れ
た
の
は
民
間
の
方
々
が
理
事
に

な
り
観
光
協
会
を
運
営
し
て
い
く

方
向
で
組
織
さ
れ
、
そ
こ
で
会
長

が
選
任
さ
れ
て
一
般
社
団
法
人
で

運
営
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
民
間
主

導
の
一
般
社
団
法
人
の
観
光
協
会

が
解
散
と
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
特

に
こ
の
解
散
云
々
に
至
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
一
般
社
団
法
人
の
関

係
に
な
り
ま
す
の
で
、
村
と
し
て

そ
こ
に
対
し
て
説
明
す
る
の
は
非

常
に
ま
だ
難
し
い
部
分
が
あ
る
と

思
う
が
、
新
し
い
観
光
協
会
が
こ

れ
か
ら
で
き
て
き
た
段
階
で
、
そ

の
経
過
に
つ
い
て
は
、
説
明
す
る

よ
う
な
形
に
な
る
と
思
う
の
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
新

し
い
組
織
作
り
に
つ
い
て
は
９
月

の
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
通
り
、

12
月
末
ま
で
は
一
般
社
団
法
人
の

観
光
協
会
は
一
応
存
続
し
て
い
る

形
で
あ
っ
た
た
め
、
正
式
に
解
散

と
な
っ
た
時
点
で
早
急
に
次
の
体

制
に
入
り
た
い
と
継
続
し
て
い
た

の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
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議
員　
私
の
聞
き
た
か
っ
た
こ
と

は
、
法
人
化
の
解
散
に
よ
り
、
村

全
体
の
観
光
事
業
の
低
迷
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
村
は
無

関
係
で
は
な
い
と
思
う
点
と
、
９

月
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、
も

う
解
散
あ
り
き
で
わ
か
っ
て
い
る

段
階
で
何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

村
長　
何
も
し
て
な
か
っ
た
と
い

う
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別

だ
が
、
あ
の
当
時
の
一
般
社
団
法

人
観
光
協
会
と
し
て
は
活
動
を
し

て
い
た
と
理
解
す
る
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
と
の
話
も
聞
い
て
い
る
の

が
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

村
の
観
光
が
低
迷
し
た
と
い
う
よ

う
な
形
に
対
し
て
そ
れ
を
ど
う
答

え
る
か
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ

だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
解
散
と

な
っ
た
の
は
非
常
に
残
念
と
の
思

い
が
あ
る
。
９
月
か
ら
12
月
に
何

も
し
な
か
っ
た
と
い
う
話
だ
が
、

正
式
に
動
き
出
し
た
の
は
解
散
が

決
ま
っ
た
後
か
ら
で
あ
っ
た
が
先

ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
る
よ
う
に
、

一
応
新
し
い
組
織
が
あ
る
中
で
、

ど
こ
が
事
業
主
体
に
な
る
か
も
未

定
の
段
階
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、

村
と
し
て
は
観
光
協
会
が
必
要
と

理
解
し
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

議
員　
結
局
何
も
し
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
２
月
に

な
っ
て
、
慌
て
て
商
工
会
員
を
集

め
て
招
集
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ

な
意
見
聴
取
を
し
た
。
９
月
の
段

階
で
解
散
が
あ
る
た
め
、
商
工
観

光
の
関
係
、
観
点
か
ら
み
て
も
、

皆
様
方
の
お
力
お
知
恵
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
時
点
で
動

け
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
納
得
で

き
な
い
が
、
そ
の
点
を
お
聞
き
し

た
い
。

村
長　
そ
う
い
っ
た
点
、
ご
指
摘

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
真
摯
に
反
省
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員　
新
し
い
観
光
協
会
は
ど
の

よ
う
な
形
の
組
織
に
す
る
の
か
、

ま
た
い
つ
ま
で
に
組
織
作
り
を
行

う
の
か
。

村
長　
多
く
の
方
に
村
内
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
滞
在
し
て
い
た
だ

く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
経
済
が

循
環
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
や
は
り
核
と
な
る

一
般
社
団
法
人
で
あ
れ
ば
任
意
団

体
で
あ
れ
観
光
協
会
と
い
う
の
は

絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
う
し
た
中
で
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
よ
う
に
今
年
に
入
り
、
商

工
会
と
の
話
し
合
い
、
一
般
社
団

法
人
の
前
理
事
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら

観
光
協
会
に
加
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
は
商
工

会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
る
が
今
後
、
ま
ず
は

ど
う
い
っ
た
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る

か
を
含
め
て
、
会
員
以
外
の
団
体

や
、
村
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

方
々
に
も
呼
び
か
け
を
し
、
そ
う

い
う
地
域
作
り
を
行
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
新
た
な
観
光

協
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
４
月

を
目
途
に
進
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え

る
。 

議
員　
９
月
の
議
会
の
村
長
の
答

弁
で
は
、
村
の
皆
さ
ん
で
、
自
分

事
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
２

月
に
行
っ
た
際
、
一
部
の
村
民
、

商
工
会
会
員
の
意
見
聴
取
で
こ
と

を
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
一
般

公
募
を
行
い
、
こ
の
件
に
関
心
の

あ
る
方
々
へ
の
呼
び
か
け
、
と
も

に
協
議
検
討
を
行
う
予
定
は
こ
の

４
月
ま
で
に
あ
る
か
。

村
長　
当
面
は
商
工
会
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
立
ち
上
げ
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
よ
う
な
形
で
動
い
て

い
る
。
現
在
の
段
階
で
は
、
広
く

一
般
と
い
う
意
味
で
は
な
く
各
団

体
の
皆
さ
ん
に
も
声
を
か
け
な
が

ら
お
話
を
し
て
お
り
、
ま
ず
は
ス

タ
ー
ト
し
た
段
階
で
、
ど
う
い
っ

た
組
織
に
な
る
か
を
含
め
て
、
そ

の
組
織
で
、
一
般
の
人
も
含
め
て

広
く
公
募
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
い
、そ
ん
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
今
申
し
上
げ
ま
し
た
そ
れ

を
４
月
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

村
長　
一
般
の
人
ま
で
含
め
て
と

い
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
３
月
の
中
旬
に
そ
う
い
っ
た

団
体
等
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
検
討
す
る
機
会
は
予
定
し

て
い
る
。

議
員　
最
後
に
今
ま
で
も
そ
う
だ

が
、
何
を
す
る
に
も
初
動
が
遅
す

ぎ
る
。
議
会
で
の
一
般
質
問
が
終

わ
れ
ば
、
後
は
適
当
に
こ
と
を
進

め
て
い
く
と
し
か
思
え
な
い
。
検

討
協
議
の
実
施
の
有
無
、
村
民
へ

の
情
報
公
開
、
幾
度
と
な
く
要
望

し
て
き
た
。 

私
も
２
年
間
議
員

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
疑
念
し
か
残
り
ま
せ
ん
。 

某
テ
レ
ビ
局
で
は
な
い
が
、
根
本

的
な
考
え
を
刷
新
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
観
光
事
業
も
含
め
村
の
転

身
は
な
い
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。 

◆
松
下
武
久
議
員

●
村
の
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い

て
議
員　

社
協
と
介
護
施
設
の
関

係
、
連
携
に
つ
い
て
、
現
状
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
。 

副
村
長　
村
の
社
協
と
福
祉
施
設

の
連
携
に
つ
い
て
、
最
初
に
ご
質

問
に
答
え
る
前
に
現
場
の
高
齢

者
の
現
状
に
つ
い
て
少
し
説
明

し
た
い
。
根
羽
村
は
現
在
総
人

口
8
0
6
名
。
そ
の
う
ち
75
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
が
、
2
5
0

人
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

31
％
。
そ
の
う
ち
約
４
分
の
１
の

65
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り

何
ら
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
村
の
介
護
施
設
と
し
て
、
地

域
密
着
型
の
な
ご
み
と
そ
れ
か
ら

民
間
の
有
閑
荘
が
あ
る
。 

な
ご

み
で
は
自
宅
で
生
活
が
困
難
に
な

る
方
が
入
所
さ
れ
る
地
域
密
着
型

の
特
別
養
護
施
設
。
通
称
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

な
ご
み
と
有
閑
荘
が
そ
れ
ぞ
れ
が

行
っ
て
い
る
。
利
用
者
の
希
望
や

体
の
状
況
に
応
じ
、
ど
ち
ら
か
、

あ
る
い
は
両
方
を
選
択
し
て
利
用

し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
。
な

ご
み
で
は
そ
の
他
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
自
宅
に
訪
問
し
、
身
の
回

り
の
介
護
を
す
る
訪
問
介
護
事

業
、
そ
れ
か
ら
一
時
的
に
家
族
が

介
護
で
き
な
い
場
合
の
短
期
入
所

す
る
短
期
入
所
事
業
、
そ
れ
か
ら

そ
の
他
に
福
祉
用
具
の
対
応
事
業

と
、
そ
れ
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
を
作
成
す
る
居
宅
介
護
事
業
を

行
う
事
業
が
６
つ
、
な
ご
み
で
は

や
ら
れ
て
い
る
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
医
療
伴
う
訪
問
看
護

事
業
は
根
羽
村
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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護
で
あ
る
と
か
要
支
援
で
あ
る
と

か
あ
る
が
、
認
定
を
す
る
と
思
う

が
、
短
期
的
に
75
歳
以
上
が
先
ほ

ど
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、
31
％
で
65

人
の
方
が
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
て
い
る
ふ
う
に
伺
が
っ

た
。
今
後
こ
の
人
数
が
増
加
す
る

傾
向
は
当
然
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
１
年
間
の
計
画
３
年
後
、
５

年
後
ぐ
ら
い
の
計
画
を
さ
れ
る
予

定
が
あ
る
か
お
尋
ね
し
た
い
。 

副
村
長　
今
後
の
介
護
の
計
画
で

す
が
、
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
毎

年
３
年
ご
と
に
介
護
料
金
の
見
直

し
等
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

観
点
で
計
画
を
す
る
わ
け
で
す

が
、
現
在
な
ご
み
で
は
、
25
人
の

方
が
入
所
を
さ
れ
て
お
り
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
毎
日
６
人
か
ら

12
名
程
度
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
訪
問
で
は
４
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い

て
い
る
。
有
閑
荘
で
は
現
在
５
名

の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
入
所

に
つ
い
て
は
、
３
年
ほ
ど
前
ま
で

常
に
７
人
か
ら
８
人
程
度
が
待
機

者
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
１

名
な
い
し
２
名
と
い
う
状
況
。
な

ご
み
の
利
用
者
の
、
年
齢
を
見
る

と
68
歳
か
ら
1
0
0
歳
を
超
え

る
方
々
が
利
用
し
て
お
り
、
平
均

的
な
年
齢
は
90
歳
で
、
お
も
に
85

か
ら
95
歳
の
方
が
主
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
人
口
が
徐
々
に
減
っ

て
き
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
の

と
言
わ
れ
る
1
9
4
7
年
か
ら

1
9
4
9
年
に
生
ま
れ
た
方
々

が
、現
在
77
歳
か
ら
75
歳
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
５
年
後
10
年
後
に
こ
う

し
た
方
々
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
を

境
に
し
て
67
歳
ぐ
ら
い
ま
で
で
、

若
干
年
齢
に
よ
っ
て
違
う
が
、
15

人
か
ら
25
人
ぐ
ら
い
の
方
が
ず
っ

と
お
ら
れ
る
と
い
う
現
状
。
根
羽

村
の
人
口
構
成
か
ら
考
え
る
と
、

こ
う
し
た
団
塊
の
世
代
が
今
後
５

年
後
10
年
後
か
ら
利
用
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
し
ば
ら
く
施
設
の

利
用
者
も
現
状
と
同
じ
よ
う
な
形

が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
社
協
で
今
介
護
予

防
を
し
、
介
護
認
定
者
の
全
体
人

口
を
比
較
す
る
と
、
５
年
前
は
全

体
人
口
の
中
で
約
10
％
が
介
護
認

定
を
受
け
、
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
と
い
う
状
況
。
現

在
は
、
約
人
口
に
対
す
る
割
合
は

８
％
で
あ
り
、
人
口
が
減
っ
て
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
全
体
を

占
め
る
割
合
か
ら
す
る
と
若
干
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
。
こ
れ
は
介
護
予
防
事
業
が
少

し
影
響
と
い
う
か
、
介
護
認
定
に

割
合
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
。
将
来
的
に

は
67
歳
ぐ
ら
い
が
、
実
際
に
介
護

を
受
け
る
85
歳
に
到
達
す
る
ま
で

は
、
現
状
と
ほ
ぼ
同
じ
、
若
干
少

な
く
な
る
と
そ
ん
な
よ
う
な
分
析

を
し
て
い
る
。 

議
員　
介
護
者
の
支
援
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
、
直
接
社
協
で
は
、
生

活
支
援
が
主
で
あ
る
と
は
思
い
ま

す
。
生
活
支
援
と
い
う
買
い
物

の
援
助
で
あ
っ
た
り
、
交
通
手

段
、
お
医
者
さ
ん
へ
行
っ
た
り
の

お
手
伝
い
が
主
だ
と
思
う
が
、
実

際
に
家
で
１
人
暮
ら
し
の
人
も
か

な
り
多
い
が
、
介
護
認
定
さ
れ
て

る
方
も
い
て
、
実
際
に
ど
う
い
う

生
活
を
さ
れ
て
る
と
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
分
析
さ
れ
た
り
、
な
ご

み
や
有
閑
荘
と
、
き
ち
ん
と
共
有

し
、
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
っ
て
い
う

言
い
方
は
お
か
し
い
が
、
き
ち
ん

と
な
さ
れ
て
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ち
ん
と
ケ
ア
会

議
で
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
場
合
に
よ
っ
て
何
か
食
い
違

い
が
あ
る
よ
う
な
話
を
聞
い
た
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
の
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
関
係
で
ど
う

な
の
か
。 

介
護
者
の
支
援
サ
ポ
ー

ト
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
介

護
者
だ
か
ら
今
の
こ
と
は
被
介
護

者
に
も
な
る
が
、
介
護
者
が
老
老

介
護
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
し
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て

の
社
協
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
１

人
暮
ら
し
で
、
全
く
な
ご
み
や
有

閑
荘
を
使
わ
れ
て
な
い
方
も
る
の

で
、
社
協
で
は
ど
う
い
う
対
応
し

て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

副
村
長　
介
護
関
係
、
介
護
者
の

関
係
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
の
関
係

で
は
、
先
ほ
ど
御
説
明
し
た
、
社

協
で
は
昨
年
か
ら
５
名
体
制
と
い

う
こ
と
で
職
員
を
増
員
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
昨
年
か
ら
独
居
老
人
、

独
居
世
帯
あ
る
い
は
高
齢
者
世
帯

に
対
し
、
年
に
１
回
程
度
、
そ
れ

ぞ
れ
職
員
が
空
い
た
時
間
に
手
分

け
を
し
活
用
訪
問
を
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

そ
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を

提
供
す
る
と
い
う
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
そ
の
状
況
に
応
じ

て
は
、
今
介
護
予
防
教
室
に
進
め

た
り
、
あ
る
い
は
介
護
認
定
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
い
う
方
に
対
し
て

は
、
ケ
ア
会
議
を
通
じ
て
家
族
へ

の
情
報
提
供
、
特
に
地
元
に
い
な

い
方
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

方
々
に
連
絡
を
取
っ
て
、
介
護
認

定
の
申
請
を
お
願
い
を
し
た
り
、

遠
方
に
い
る
家
族
に
情
報
を
提
供

す
る
と
い
う
形
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
家
庭
内
に
介
護
が
必
要
な
方

が
い
る
と
、
そ
う
し
た
方
を
お
世

話
す
る
の
は
大
変
具
体
的
に
も
精

神
的
に
も
金
銭
的
に
も
非
常
に
負

担
が
か
か
る
。
村
で
は
こ
う
し
た

介
護
者
の
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
要
介
護
３
以
上
の
在

宅
の
方
に
対
し
て
は
、
介
護
慰
労

金
の
支
給
、
あ
る
い
は
紙
オ
ム
ツ

の
で
、
近
隣
市
町
村
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
業
者
か
ら
提
供
を
受
け
て
る

方
が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

の
が
現
状
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
社
協
で
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
、
介
護
を
必
要
な
状
況
に
陥
ら

な
い
た
め
に
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
独
居
や

高
齢
者
を
お
た
く
に
社
協
で
は
訪

問
を
し
、
日
常
生
活
の
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
困
り
ご
と
に

対
し
、
利
用
者
が
可
能
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
お
知
ら
せ

し
、
住
み
慣
れ
た
根
羽
村
で
充
実

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

る
。  

こ
う
し
た
中
で
、
村
に
は

月
一
度
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
て
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ケ
ア

会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
役
場

か
ら
住
民
課
長
、
介
護
担
当
、
福

祉
担
当
、
保
健
師
２
名
の
合
計
５

名
、
社
協
か
ら
は
、
事
務
局
と
介

護
の
支
援
員
２
名
、
そ
の
他
に
な

ご
み
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
有
閑

荘
の
９
名
で
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
１
回

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ケ
ア

会
議
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る

部
署
を
介
護
者
あ
る
い
は
そ
う
し

た
高
齢
者
の
情
報
を
交
換
し
て
、

高
齢
者
に
必
要
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

議
員　
短
期
長
期
に
お
け
る
対
策

と
い
う
こ
と
で
、
１
年
間
ケ
ア
会

議
等
を
さ
れ
、
ケ
ア
認
定
、
要
介
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等
の
介
護
用
品
の
支
給
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
介
護
者
の
精
神
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
介

護
者
の
交
流
会
を
開
き
、
情
報
交

換
や
介
護
技
術
の
取
得
を
行
う
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
社
協

で
は
そ
ん
な
全
員
が
年
１
回
程
度

で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
活
用
訪
問

を
し
、
各
家
庭
の
状
況
を
把
握
し

て
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ア
会
議
に
反
映
し

て
対
応
し
て
い
る
。

議
員　
災
害
時
非
常
時
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て
、
予
期
せ
ぬ
災
害

と
い
う
の
は
い
ず
れ
も
起
き
う
る

今
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
１
人
で

暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
さ
ん
だ
と

か
、
そ
う
い
う
方
が
点
々
と
暮
ら

し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
人
た

ち
の
行
動
を
緊
急
時
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
に
は
や
っ

ぱ
り
そ
の
地
域
の
方
た
ち
と
社
協

な
り
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

き
ち
ん
と
し
た
政
策
を
立
て
て
な

い
と
緊
急
時
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
い

う
こ
と
に
対
し
て
ど
う
お
考
え
か

お
聞
き
し
た
い
。

副
村
長　
災
害
時
の
高
齢
者
へ
の

対
応
で
す
が
村
で
は
ド
ッ
ク
や
高

齢
者
の
世
帯
に
つ
い
て
、
名
簿
を

常
に
整
理
し
、
災
害
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
災
害
の
規
模
や
種
類

に
も
よ
る
が
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
村
職
員
の
う
ち
、
若
い
職

員
は
消
防
団
員
と
し
て
災
害
の
復

旧
に
、
残
っ
た
職
員
で
、
避
難
所

の
開
設
、
安
否
確
認
、
災
害
状
況

の
把
握
な
ど
情
報
収
集
。
ま
た
水

道
や
下
水
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
確

認
な
ど
、
多
種
多
様
な
業
務
を
迅

速
に
行
う
必
要
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
村
職
員
が

全
て
弱
者
に
対
し
て
手
を
迅
速
に

差
し
伸
べ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
困
難
だ
と
考
え
て
お
り
、
地
域

で
支
え
合
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

村
で
は
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
地
域
全
体
で
支
援
を
す

る
。
情
報
を
共
有
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
、
地
域
、
村
、
社
協
が

一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
防
災
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
毎
年
更
新
し
な
が
ら

毎
年
行
う
防
災
訓
練
で
、
そ
の
情

報
を
住
民
等
で
共
有
し
確
認
を
す

る
と
も
に
、
共
助
の
精
神
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
要
だ
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
際
に
住
民
に
も

ご
説
明
し
、
地
域
で
支
え
合
え
る

体
制
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

今
あ
る
介
護
施
設
有
閑

荘
、
な
ご
み
で
は
最
近
コ
ロ
ナ
で

職
員
、
利
用
者
さ
ん
に
感
染
が

あ
っ
た
り
し
て
、
か
な
り
厳
し
い

状
況
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の

際
村
、
社
協
と
し
て
、
ど
の
程
度

認
識
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
が

あ
っ
た
か
お
聞
き
し
た
い
。 

副
所
長　
先
般
な
ご
み
で
は
、
コ

ロ
ナ
が
非
常
に
職
員
あ
る
い
は
利

用
者
の
中
で
感
染
し
、
一
時
閉
鎖

と
い
う
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
村
全
体
の
中
で

防
ぐ
こ
と
は
な
か
な
か
厳
し
い
わ

け
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
中

で
き
ち
ん
と
し
た
体
制
を
と
つ
こ

と
、
ま
た
そ
れ
は
発
生
し
た
際
村

と
し
て
そ
こ
に
対
し
て
マ
ス
ク
だ

と
か
、救
護
の
エ
プ
ロ
ン
だ
と
か
、

そ
う
い
っ
た
用
具
に
つ
い
て
は
、

施
設
に
対
し
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
な
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
が
村
と
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
は
防
ぎ
き
れ
な
い
部
分
が

あ
る
。
ま
ず
発
生
し
た
場
合
の
対

応
は
今
後
も
引
き
続
き
取
れ
る
よ

う
準
備
し
て
い
く
。

議
員　
物
品
の
こ
と
は
と
も
か
く

一
番
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
社

協
も
、
な
ご
み
も
有
閑
荘
も
利
用

さ
れ
て
る
方
も
い
い
る
中
で
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
閉
鎖
さ
れ
た
場
合

に
、
そ
の
人
た
ち
へ
の
社
協
の
方

の
協
力
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
か

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
は
ど
う
お
考
え
か
。

副
村
長　
利
用
者
の
発
生
に
つ
い

て
は
先
ほ
ど
の
ケ
ア
会
議
も
含

め
、
ど
な
た
が
感
染
し
て
い
る
か

と
い
う
情
報
は
村
で
も
共
有
し
て

い
る
の
で
、
家
族
も
含
め
て
、
利

用
者
の
、
例
え
ば
社
協
で
は
、
介

護
予
防
教
室
に
参
加
者
の
健
康
状

態
も
当
然
把
握
し
て
努
め
て
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
お
か
げ
さ
ま

で
社
協
で
は
事
業
を
継
続
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
然
健
康

を
管
理
す
る
中
で
特
段
そ
う
い
っ

た
方
は
お
ら
ず
、
熱
が
当
然
出
た

方
が
お
れ
ば
そ
の
方
に
は
休
ん
だ

り
、
家
族
に
も
注
意
喚
起
を
し
て

き
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
そ
の
間
、

社
協
で
は
発
生
者
も
な
く
事
業
を

実
施
し
て
き
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

議
員　
介
護
職
員
ヘ
ル
パ
ー
の
育

成
に
つ
い
て
、
現
在
社
協
５
人
の

職
員
が
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
社

会
福
祉
士
で
あ
る
と
か
、
初
任
者

研
修
を
終
え
て
い
る
か
、
き
ち
ん

と
し
た
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
。

副
村
長　
社
協
の
職
員
は
現
在
５

人
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
申
し
上
げ

た
が
、
現
在
看
護
師
が
１
名
、
介

護
研
修
を
受
け
た
者
が
３
名
お
り

ま
す
。
昨
年
２
名
新
し
く
入
っ
た

が
、
こ
の
方
に
つ
い
て
は
ま
だ
資

格
が
な
か
っ
た
が
、
今
年
１
名
に

つ
い
て
は
、
１
年
か
け
て
、
通
い

で
初
任
者
研
修
の
資
格
を
取
得
し

た
。
一
昨
年
入
っ
た
職
員
は
、
な

ご
み
の
研
修
を
受
け
て
、
さ
ら
に

上
級
の
介
護
士
資
格
を
取
っ
て
き

て
い
る
。
今
後
、
数
少
な
い
職
員

で
す
が
、
交
代
で
さ
ら
に
上
級
の

資
格
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
介
護
、
ケ
ア
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
い
る
。

議
員　
今
５
人
の
体
制
が
そ
う
い

う
形
で
社
会
福
祉
士
さ
ん
は
不
在

と
の
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。
や
は

り
介
護
職
員
な
り
そ
う
い
う
ヘ
ル

パ
ー
の
強
化
は
大
事
な
こ
と
で
、

無
資
格
者
で
は
な
く
有
資
格
者
で

な
い
と
で
き
な
い
事
も
あ
る
。
送

迎
等
に
お
い
て
も
、車
椅
子
の
方
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
る
の
で
安
全

面
も
配
慮
し
、
実
際
に
オ
ム
ツ
交

換
な
ど
も
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
の
で
、
更
な
る
強
化
、
育
成
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
に
つ

い
て
、
介
護
職
員
等
に
つ
い
て
の

予
算
化
は
さ
れ
て
る
の
か
。

副
村
長　
当
初
予
算
の
中
で
は
特

に
予
算
化
は
し
て
い
な
い
。
社
協

の
人
数
は
５
人
と
い
う
こ
と
で
、

な
か
な
か
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で

交
代
で
事
業
の
合
間
を
見
て
と
な

る
の
で
、そ
の
時
々
の
村
の
状
況
、

介
護
の
仕
事
の
分
担
を
そ
れ
ぞ
れ

割
り
振
る
中
で
必
要
な
介
護
の
研

修
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
年
に
よ
っ
て
補
正
な
り
、
状

況
を
勘
案
し
て
予
算
化
し
、
研
修

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
今

の
介
護
の
資
格
で
の
お
話
を
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
や
県
社
協
の
研

修
会
等
は
あ
る
の
で
、
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
、
知
識
の
習
得
と
技
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術
の
向
上
は
努
め
て
お
り
ま
す
。 

◆
片
桐
雅
浩
議
員

●
高
齢
者
の
免
許
返
納
及
び
そ
の

後
の
対
応
、
生
活
支
援
に
つ
い

て
議
員　

根
羽
村
で
は
、
公
共
交

通
機
関
と
い
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
お
出
か
け
号
に
な
る

が
、
高
齢
者
の
方
の
満
足
度
は
決

し
て
高
く
な
い
の
が
現
状
。
理
由

は
様
々
だ
が
、
一
番
は
病
院
や
買

い
物
に
行
く
の
に
時
間
が
合
わ
な

い
。
必
要
な
と
き
に
利
用
が
で
き

な
い
。
行
き
た
い
場
所
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
が
主

な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
村
で

は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
ど
う
い
っ
た
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。
公
共
交
通
機

関
が
十
分
で
は
な
い
村
で
ど
の
よ

う
に
交
通
弱
者
の
足
を
確
保
し
て

い
く
つ
も
り
か
。 

村
長　
村
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
移

動
手
段
の
確
保
は
非
常
に
重
要
な

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
現
状
の
移

動
手
段
と
し
て
は
、
西
部
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
豊
田
市
へ
の

ど
ん
ぐ
り
バ
ス
、
村
内
を
回
る
巡

回
バ
ス
の
お
で
か
け
号
、
そ
れ
か

ら
社
協
に
よ
る
福
祉
の
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
も
う
一
点
交

通
空
白
地
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
、

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
。
お
で
か

け
号
に
つ
い
て
は
、
既
に
ご
承
知

だ
と
思
う
が
各
洞
ご
と
で
週
２
回

運
行
し
て
い
る
。特
別
に
池
の
平
、

浅
間
、
一
ノ
瀬
、
取
手
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
利
用
の
際
に
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
回
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
段
取
り
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
の
有

償
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
こ
れ

は
平
成
18
年
の
４
月
か
ら
根
羽
村

で
は
開
始
し
て
お
り
、
介
護
度
の

あ
る
方
や
、
障
害
者
の
方
が
利
用

で
き
る
と
い
う
登
録
制
の
も
の
で

現
在
登
録
者
数
は
30
人
に
な
る
。

も
う
一
点
、
交
通
空
白
地
の
有
償

運
送
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
の
４

月
か
ら
根
羽
村
で
は
開
始
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
お
で
か
け
号

や
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

の
対
応
が
困
難
な
村
民
の
方
あ
る

い
は
そ
の
家
族
が
利
用
で
き
て
、

初
回
の
利
用
す
る
と
き
に
登
録
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
１
回
登
録

し
て
も
ら
え
ば
登
録
で
き
る
。
現

在
こ
の
登
録
者
25
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
福
祉
有
償
サ
ー
ビ
ス
交

通
空
白
地
の
有
償
運
送
に
つ
い
て

も
、
ど
ち
ら
も
利
用
前
に
社
協
に

予
約
を
す
れ
ば
運
行
で
き
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
運
転
に
つ

い
て
は
、
有
償
運
送
の
運
転
者
講

習
会
を
受
講
し
た
方
が
登
録
を
し

て
お
り
、
社
協
の
職
員
５
人
と
一

般
の
方
11
人
の
合
計
16
人
が
こ
の

有
償
運
送
の
運
転
を
で
き
る
登
録

に
な
っ
て
い
る
。 

運
行
の
範
囲

は
ど
ち
ら
も
、
村
内
は
当
然
で

す
が
飯
田
下
伊
那
地
域
、
恵
那

市
、
豊
田
市
、
新
城
市
、
お
よ
び

北
設
楽
郡
内
で
こ
れ
は
根
羽
村
を

発
着
地
と
す
れ
ば
利
用
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
。
運
行
料
金
に

つ
い
て
は
、
村
内
の
利
用
は
往
復

で
3
0
0
円
。
村
外
の
場
合
は

時
間
割
に
な
っ
て
お
り
、
１
キ
ロ

40
円
と
、
あ
と
時
間
割
の
合
算
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
運
送
を
利

用
し
て
行
か
れ
た
場
合
、
飯
田
市

ま
で
の
往
復
で
４
時
間
の
場
合

は
、
5
2
0
0
円
ぐ
ら
い
が
お

お
む
ね
今
必
要
と
さ
れ
る
形
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
村
内
で
は
今

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

議
員　
民
間
の
タ
ク
シ
ー
と
比
較

す
れ
ば
安
価
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
月
に
何
度
も
利
用
で
き
る
金

額
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
月
に

複
数
の
病
院
や
診
療
科
を
受
診
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に
は
重
い

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
受
診
を
控
え
る
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
料
金
の
引

き
下
げ
や
補
助
金
な
ど
の
検
討
も

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
社
員

や
登
録
の
人
も
い
る
と
思
う
が
、

平
日
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
時
間

制
限
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
聞
く

の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
解
決

も
お
願
い
を
し
た
い
。

　

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
を
防

止
す
る
目
的
で
平
成
10
年
に
免
許

返
納
制
度
が
始
ま
り
、
各
自
治
体

で
は
返
納
者
に
対
し
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
や
特
典
が
用
意
さ
れ
、

近
隣
市
町
村
で
も
支
援
政
策
を

作
っ
て
い
る
。
根
羽
村
で
は
70
歳

以
上
の
方
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
賃
が
無
償
に
な
る
補
助
が
あ

る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
到
底
免
許

返
納
は
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
る
。
豊
田
市
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
な
る
が
、
稲
武
地

区
も
含
ま
れ
て
お
り
参
考
に
な
る

と
思
う
の
で
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
ほ

し
い
。
免
許
返
納
で
困
る
こ
と
は

何
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、外
出
、

病
院
買
い
物
と
い
う
答
え
が
多
数

あ
り
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
だ
っ
た
。
日

常
生
活
へ
の
不
安
と
し
て
は
、
目

的
地
ま
で
弱
っ
た
体
力
で
は
歩
け

な
い
、生
活
に
必
要
な
公
共
施
設
、

ス
ー
パ
ー
、
病
院
が
周
り
に
い
な

い
田
舎
で
は
車
の
利
用
は
や
め
ら

れ
な
い
。
農
作
業
や
ち
ょ
っ
と
し

た
外
出
に
は
車
が
必
要
で
あ
り
、

車
が
な
く
な
る
こ
と
は
日
常
生
活

が
な
く
な
る
こ
と
で
き
な
く
な
る

こ
と
で
あ
り
、
行
動
範
囲
が
減
っ

て
し
ま
い
、
健
康
へ
の
返
球
影
響

も
心
配
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
見

が
あ
っ
た
。 

高
齢
者
の
方
の
中

に
は
、
運
動
機
能
の
低
下
に
よ
り

運
転
技
術
が
低
下
し
、
自
動
車
運

転
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
お

ら
れ
、
そ
う
し
た
方
々
は
、
車
に

乗
り
た
く
て
乗
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
で
き
れ
ば
運
転
し
た
く
な

い
が
、
生
活
で
き
な
い
か
ら
仕
方

な
く
乗
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方

が
一
定
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
車
を
運
転
し
た
い
が
、
認

知
症
の
検
査
等
に
よ
り
免
許
更
新

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
方
も

お
ら
れ
、
高
齢
夫
婦
の
２
人
暮
ら

し
で
、
今
後
ど
う
や
っ
て
生
活
し

て
い
く
の
か
が
本
当
に
困
っ
て
し

ま
っ
た
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
か
と
い
っ
た
悩
み
を
語
っ
た

悩
み
を
抱
え
る
方
も
い
る
。
ま
た

納
得
し
て
免
許
返
納
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
畑
仕
事
が
あ
る
か
ら
と

つ
い
つ
い
車
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
こ

う
し
た
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
公

共
交
通
機
関
の
補
助
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
難
し
い
問
題
だ
と
は

思
う
が
、
根
羽
村
は
高
齢
者
の
免

許
返
納
に
対
す
る
補
助
制
度
や
、

そ
の
後
の
生
活
支
援
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
社
協
に
よ

る
有
償
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
、
村
が

現
在
行
っ
て
い
る
こ
と
等
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

村
長　
生
活
す
る
に
は
今
議
員
さ

ん
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
一
方
、
高
齢
に
よ
っ
て
事
故

等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
れ

は
現
実
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
高

齢
だ
か
ら
と
い
っ
て
運
転
手
は
駄
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目
と
い
う
強
制
も
で
き
な
い
と
い

う
非
常
に
厳
し
い
、
難
し
い
問
題

が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た

先
ほ
ど
申
し
た
が
令
和
４
年
の
交

通
空
白
地
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
と
き

に
社
協
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
、
将
来

的
に
外
出
の
た
め
の
移
動
手
段
に

不
安
は
あ
る
か
と
の
質
問
に
対

し
、
こ
の
当
時
あ
っ
た
が
、
今
は

車
を
運
転
で
き
る
か
ら
心
配
が
な

い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
が
不

安
で
あ
る
と
の
回
答
が
４
割
以

上
。
41
％
の
方
は
不
安
と
の
話
が

合
っ
た
。
ま
た
併
せ
て
高
齢
者
の

実
態
調
査
。
県
が
実
施
し
た
根
羽

村
分
で
じ
っ
し
し
た
ぶ
ん
で
あ
り

ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
元
気
な
高

齢
者
で
外
出
の
移
動
方
法
に
つ
い

て
の
問
い
に
対
し
て
は
本
人
が
運

転
す
る
自
動
車
が
7
8
%
、
家

族
や
知
人
を
し
て
も
ら
う
の
が

3
1
%
、
そ
れ
以
外
が
バ
ス
や
徒

歩
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
65

歳
以
上
の
元
気
な
方
と
い
う
こ
と

で
一
概
に
は
あ
ま
り
参
考
に
は
な

ら
な
い
か
と
思
う
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
自
分
で
運
転
す
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
。
村
で
は
免
許
で
高
齢
者

の
免
許
返
納
者
に
対
し
て
直
接
な

補
助
制
度
は
設
け
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
免
許
証
返
納
を
進

め
る
た
め
の
補
助
も
必
要
で
は
あ

る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
上
に
免
許

返
納
後
の
移
動
手
段
を
ど
う
確
保

し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
大
き
な

問
題
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ

で
西
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ

と
か
豊
田
ど
ん
ぐ
り
バ
ス
に
つ
い

て
は
バ
ス
停
ま
で
出
て
く
る
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
時
間
や
便
数

に
も
当
然
限
り
が
あ
る
の
も
現

状
。
お
出
か
け
も
の
に
つ
い
て
も

同
じ
問
題
が
あ
り
、
実
は
あ
る
程

度
の
経
路
以
外
は
ど
う
し
て
も
出

て
こ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
の
問

題
が
あ
り
、
自
宅
ま
で
の
運
行
経

路
等
の
変
更
や
便
数
等
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
も

あ
る
が
、
非
常
に
ま
た
後
ほ
ど

ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
す
が
難
し
い

問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
れ

か
ら
、
福
祉
の
有
償
運
送
サ
ー
ビ

ス
は
、
こ
の
介
護
の
あ
る
方
と
か

障
害
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
る
わ
け

だ
が
一
方
、
交
通
空
白
地
の
有
償

運
送
サ
ー
ビ
ス
は
非
常
に
自
由
度

が
高
い
制
度
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

タ
ク
シ
ー
と
同
じ
と
い
う
言
い
方

は
非
常
に
語
弊
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
使
い
勝
手
が
い
い
制
度
で

あ
る
の
で
、
こ
の
制
度
の
周
知
や

利
用
に
つ
い
て
改
め
て
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
料
金
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
村
内
の
3
0
0

円
は
往
復
で
す
の
で
適
当
か
と
思

う
が
、
長
距
離
の
費
用
を
ど
う
す

る
か
は
先
ほ
ど
言
っ
た
金
額
が
、

高
く
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
ま
た
検
討
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
交
通
空
白
地
帯
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
非
常
に
有
効

的
だ
と
考
え
て
お
り
、
社
協
ま
た

村
の
方
も
し
っ
か
り
と
P
R
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

に
登
録
し
て
も
ら
い
運
行
が
で
き

る
体
制
や
、
夜
中
の
利
用
が
非
常

に
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

う
い
っ
た
利
用
に
つ
い
て
も
い
ろ

ん
な
形
で
融
通
が
き
け
る
よ
う
に

な
る
と
い
い
と
考
え
る
。
い
ず
れ

に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

高
齢
者
の
方
が
運
転
免
許
証
を
返

納
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
っ
た
車
両
の
利
用
に
対
し

て
何
ら
か
の
補
助
を
す
る
と
か
検

討
し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
て

い
る
。

議
員　
こ
の
問
題
は
総
合
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
村
独
自
の
政
策
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
予
算
も
発
生
し

て
く
る
と
思
う
。
病
院
に
行
く
の

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
頼

ん
で
運
転
し
て
も
ら
う
方
も
い
る

が
、
こ
れ
も
全
額
自
己
負
担
で

す
。
自
車
が
あ
る
場
合
は
ガ
ソ
リ

ン
代
と
運
転
手
段
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
も
補
助
が

出
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
な
い

か
。
ま
た
村
に
は
タ
ク
シ
ー
が
な

い
が
、
運
転
手
と
し
て
活
用
で
き

る
人
を
登
録
し
て
も
ら
い
行
政
が

用
意
し
た
車
両
に
よ
る
運
転
代
行

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
も
ら
う
の
も

１
つ
の
案
だ
と
考
え
ま
す
。
新
し

い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
免
許
返
納
者
や
交
通
弱
者
を
村

で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
う
。
公
共
交
通
機
関

の
更
な
る
充
実
も
選
択
肢
だ
と
考

え
る
。
現
在
の
お
で
か
け
号
の
運

行
数
の
増
便
や
、
タ
ク
シ
ー
と
し

て
の
利
用
が
で
き
な
い
か
、
ま
た

愛
知
や
岐
阜
方
面
へ
の
利
便
性
の

向
上
が
で
き
な
い
か
な
ど
地
元
業

者
と
の
協
議
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま

た
現
在
行
っ
て
い
る
が
社
協
や
な

ご
み
の
職
員
に
よ
る
買
い
物
支
援

の
一
層
の
拡
充
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
。
ま
た
、
各
種
事
業

所
に
よ
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
に
も

一
定
の
補
助
が
で
き
る
よ
う
に
は

な
ら
な
い
か
。
行
政
が
こ
の
他
に

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
、
ま
ず
は
す

ぐ
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

村
長　
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
以
前
ま
で
乗
り
入
れ
を

検
討
し
て
い
る
が
、
ま
だ
解
決
す

る
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
施

に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
近
い

将
来
に
は
飯
田
市
ま
で
の
利
用
に

つ
い
て
も
何
ら
か
の
方
法
を
検

討
、
方
向
を
出
し
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
協
議
会
で
は
話
題
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
お
で
か
け
号

に
つ
い
て
は
家
の
近
く
ま
で
運
行

す
る
た
め
に
は
バ
ス
停
を
多
く
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
各
地
で
流

行
っ
て
い
る
が
予
約
の
あ
る
場
合

に
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
方

式
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
場

合
は
定
期
的
に
走
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
逆
に
定
期
的
に
利
用
し

た
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
便
さ

が
生
じ
の
で
は
と
の
課
題
も
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
少
し
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、現
在
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、

も
う
少
し
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
住
民

が
自
動
車
自
家
用
タ
ク
シ
ー
業
務

を
担
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
有

償
運
送
サ
ー
ビ
ス
と
交
通
空
白
地

の
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
許
可
を

得
た
制
度
で
あ
り
、
特
に
交
通
空

白
地
帯
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
を
し
っ

か
り
有
効
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
交
通
移
動
手
段
の
確
保

が
あ
る
程
度
は
図
れ
る
の
で
は
と

思
う
の
で
、
積
極
的
に
P
R
と

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

思
う
。
そ
れ
か
ら
こ
の
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
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条

　

　

例

補

正

予

算

当

初

予

算

◆
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
等
に
関
す
る
条
例

◆
番
号
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

報

　

　

告

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
予
算

　
　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
２

〜
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

そ

の

他

◆
副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

原
案
の
通
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

に
つ
い
て

　
　

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

は
基
本
的
に
決
め
ら
れ
た
個
人
負

担
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
の
返
納
者
に
つ
い
て

は
、
こ
う
い
っ
た
利
用
の
全
部
と

い
う
わ
け
に
い
か
ず
と
も
回
数
の

利
用
を
免
除
す
る
な
ど
特
典
と
い

い
ま
す
か
、
補
助
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
地
元

の
方
の
協
力
で
そ
れ
ぞ
れ
買
い
物

の
際
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
商
店
の

皆
さ
ん
方
、
積
極
的
に
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
度
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
利
用
が
あ
る

の
か
ご
負
担
を
お
聞
き
す
る
中

で
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
一
度

そ
う
い
っ
た
調
査
、
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

●
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て

議
員　
根
羽
学
園
の
七
、八
年
生

が
３
月
22
日
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
海
外
研
修
旅
行
に
行
き
ま
す
。

国
内
で
は
な
く
海
外
に
研
修
に
行

け
る
よ
う
に
な
り
本
当
に
良
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
村
主
催
の
研

修
事
業
で
あ
る
が
、
保
護
者
も
一

定
の
代
金
を
払
っ
て
参
加
す
る
も

の
で
、
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
の

は
当
然
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
海

外
研
修
事
業
な
の
で
、
疫
病
の
蔓

延
や
社
会
情
勢
不
安
が
な
い
限

り
、
海
外
に
行
く
の
が
当
た
り
前

だ
と
考
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
世
界
で
、
若
い
う
ち
に
海
外
に

行
け
る
機
会
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。多
感
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

海
外
に
行
っ
て
、
何
を
感
じ
る
か

は
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
る
。
今

回
も
研
修
事
業
終
了
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
生
徒
の

意
見
、
保
護
者
の
意
見
を
丁
寧
に

聞
い
て
い
た
だ
き
、
研
修
事
業
が

よ
り
良
な
る
よ
う
に
村
と
し
て
も

動
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
村
と
旅

行
会
社
の
間
で
約
束
で
も
あ
っ
た

の
か
、
そ
う
言
わ
れ
て
も
仕
方
な

い
の
な
い
よ
う
な
事
業
決
定
を
す

る
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
を
一

番
に
考
え
て
事
業
を
決
定
し
て
い

き
た
い
と
思
う
が
、
教
育
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

教
育
長　
海
外
研
修
事
業
に
つ
い

て
は
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
紆
余
曲

折
を
経
つ
つ
、本
来
の
形
に
戻
り
、

保
護
者
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

け
た
と
い
う
こ
と
で
本
当
に
良

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

も
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
生
徒
保
護

者
の
声
を
聞
い
て
、
中
心
に
沿
う

形
の
研
修
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
等
に

よ
り
、
１
４
２
５
万
２
０
０
０

円
余
を
追
加
し
、
総
額

24
億
２
３
５
１
万
８
０
０
０
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

根
羽
地
区
光
熱
水
費
等
に
よ

り
、
１
３
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
６
５
１
５
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
根
羽
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
な
ど
に
関
す
る
条
例
並
び

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

及
び
根
羽
村
第
２
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

防
災
倉
庫
及
び
給
水
車
整
備

　

等
に
よ
り
、
３
３
８
５
万
４
０

　

０
０
円
余
を
追
加
し
、
総
額

27
億
３
４
２
４
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
　

療
養
給
付
費
の
確
定
見
込
に

よ
り
、
１
３
３
０
万
円
を
減
額

し
、
総
額
９
０
７
０
万
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
確
定

　

見
込
み
に
よ
り
、
２
８
６
０
万

　

９
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額

２
億
１
５
６
２
万
４
０
０
０
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
確
定
見
込
み
に
よ

り
、
３
４
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
１
８
６
０
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　

施
設
補
修
工
事
費
等
に
よ

り
、１
４
３
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
５
６
２
２
万
７
０
０
０
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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◇
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

住
民
課　

安
藤　

清
隆

�

（
長
野
県　

根
羽
村
）

振
興
課　

林　
　

涼
介

�

（
長
野
県　

伊
那
市
）

教
育
委
員
会（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
　
　
　

中
村　

睦
子

�

（
長
野
県　

飯
田
市
）

◇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課　

西
尾　

好
恵（
住
民
課
）

総
務
課　

片
桐　

充
貴

�

（
長
野
県
派
遣
）

住
民
課　

石
原　

幸
伸（
総
務
課
）

役
場
職
員
の
異
動

根
羽
学
園
転
退
職
学
校
職
員

人
　
の
　
動
　
き

　

根
羽
学
園
学
校
職
員
の
方
々

が
、年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

【
転
出
】

　

塚
田　

晃
裕
教
頭
先
生

�

（
飯
田
市
立
千
栄
小
学
校
へ
）

　

倉
掛　

義
則
先
生

�

（
辰
野
町
立
辰
野
中
学
校
へ
）

　

森
田　

真
帆
先
生

�
（
生
坂
村
立
生
坂
中
学
校
へ
）

　

宮
坂　

真
成
先
生

�

（
飯
田
市
立
鼎
中
学
校
へ
）

　

一
ノ
瀬
翔
太
先
生

�

（
飯
田
市
立
鼎
小
学
校
へ
）

　

米
山　
　

紡
先
生

�

（
南
箕
輪
村
立
南
部
小
学
校
へ
）

　

林　
　

一
之
先
生

�

（
飯
田
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
へ
）

【
転
入
】

　

宮
下　

征
司
教
頭
先
生

�

（
上
田
市
立
本
原
小
学
校
よ
り
）

　

小
池　

香
澄
先
生

�

（
須
坂
市
立
相
森
中
学
校
よ
り
）

　

関
島　

未
帆
先
生（
新
規
採
用
）

　

吉
村　

嶺
花
先
生

�

（
小
諸
市
立
千
曲
小
学
校
よ
り
）

　

南
澤　

希
奈
先
生�（
新
規
採
用
）

　

永
井　

祐
也
先
生

�（
飯
田
市
立
下
久
堅
小
学
校
よ
り
）

　

浦
山　

康
平
先
生

�

（
茅
野
市
立
玉
川
小
学
校
よ
り
）

　

菅
沼　

則
之
先
生

�

（
飯
田
市
立
鼎
中
学
校
よ
り
）

令
和
７
年
度
根 

羽
村
消
防
団
役
員

　

令
和
７
年
度
の
消
防
団
の
役
員

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
火
災
予

防
に
も
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

団　
　

長	

鈴
木　

孝
宏

　

副
団
長	

松
下　

剛
樹

　

本
部
長	

原　
　

淳
也

　

旗　
　

手	

大
久
保
裕
貴

　

第
一
分
団

　

分
団
長	

松
下　

龍
一

　

副
分
団
長	

片
桐
誠
太
郎

　
　

〃　

	

片
桐　

匡
朗

軽
自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・

閲
覧
制
度
の
ご
利
用
案
内

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
に

車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）で
す
。

納
税
通
知
書
は
４
月
中
旬
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。

■
現
金
納
付
の
方

　

金
融
機
関
又
は
役
場
会
計
へ
、納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
方

　

指
定
口
座
か
ら
４
月
25
日（
金
）に

引
落
し
ま
す
。預
貯
金
残
高
を
お
確

か
め
い
た
だ
き
、振
替
不
能
と
な
ら
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。口
座
振
替
の

場
合
、領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
場
合
、

今
ま
で
は
納
税
証
明
書
の
提
示
が

必
要
で
し
た
が
、2
0
2
3
年
１
月

か
ら
、軽
自
動
車
検
査
協
会
の
継

続
検
査
窓
口
で
の
納
税
証
明
書
の

提
示
が
、原
則
不
要
に
な
り
ま
し

た
。車
検
時
は
、納
税
証
明
書
の
提

示
に
か
わ
り
、軽
自
動
車
検
査
協
会

で
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム

（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）を
使
っ
て
納
付
状

況
を
確
認
し
ま
す
。対
象
車
種
：

四
輪・三
輪・二
輪
被
け
ん
引
車

※
納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
と
な

る
場
合

　
　

軽
自
動
車
税
種
別
割
を
納
付
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

に
納
付
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
な
ど
は
、従
来
の
納
税
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、軽
Ｊ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
に
納
付
情
報
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合

・
中
古
車
の
購
入
直
後
の
場
合

・
ほ
か
の
市
町
村
へ
引
っ
越
し
た
直
後

の
場
合

・
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る
場
合

　

ま
た
、二
輪
の
小
型
自
動
車（
総
排

気
量
2
5
0㏄
超
）は
対
象
外
の
た
め
、

車
検
時
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
税

証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課

�

T
e
l
　
49

－2
1
1
1

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日（
月
）で
す
。

　

長
野
県
か
ら
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。

　

５
月
中
旬
に
は
お
手
元
に
届
き
ま

す
の
で
、納
期
内
の
ご
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア・
県
税
事
務

所
、金
融
機
関
で
の
納
付
の
ほ
か
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
南
信

�
県
税
事
務
所
飯
田
事
務
所

T
e
l
　
53

－0
4
0
5
、

�
0
4
0
6
、0
4
0
7

閲覧・
縦覧期間

令和７年４月１日（火）～令和７年５月 31 日（土）（土日祝日除く）
※取扱時間は午前８時 30 分から午後５時 00 分まで

閲覧・
縦覧場所

役場
（総務課窓口）

閲覧・縦覧
できる方

１．固定資産税の納税者本人、本人から委任を受けた同一世帯の親族、納税管理人
２．代理人（委任状をお持ちの方）　（閲覧は上記の方に加えて）
３．借地人、借家人（賃貸借契約書をお持ちの方）
４．賦課期日（１月１日）以降の新所有者（売買契約書、登記等をお持ちの方）

必要なもの

・本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）
　※顔写真のない健康保険証などは 2 点以上後用意ください。
・代理人の場合は委任状、相続人の場合は戸籍謄本など
（閲覧は上記に加えて）納税義務者ご本人以外の方が窓口へこられる場合には、その他必要なものがあ
る場合があります。あらかじめお問い合わせください。
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　根羽が選ばれたテーマは「森林」。しかし、この事業で期待されることは単なる木材利用の発展ではなく、これ
までにない森林の新たな価値を見出すことだ。これまでの林業の枠を超え、森林を多角的に活用することで、持続
可能な地域モデルを築き挑戦する地域として選出された。トータル林業、木育活動、流域連携など、様々な取り組
みを行いつづけてきた功績と言えるだろう。

　この取り組みは３年間のプロジェクトで、県
から、人的・技術的・財政的な支援が行われる。
2024 年度は「現在地の把握をしっかりと行った上
での戦略策定」に重きを置き、信州大学や伊那市
の株式会社やまとわと連携。村内外の関係者の声
を丁寧に拾い上げ、根羽村の強みを生かした戦略
を練り上げていった。

　長野県の南端に位置する根羽村が、2024 年度より長野県の「輝く農山村地域創造プロジェクト」の地域に選ば
れた。長野県全 77 市町村の中から、地域資源を活かし新たな価値を生み出そうとする意欲的な自治体が選ばれる
この事業。初年度は 2 市町村が選出されたが、そのうちのひとつに根羽村が選ばれた。

森林資源の新たな可能性

矢作川源流の村が描く未来

　連携協力者から指摘されたことは、根羽村の強みは大きく３つあること。１つは矢作川の源流に位置すること。
２つは小さな村で森林組合を持ち、製材工場まで保持すること。３つは役場と森林組合が一体となって取り組める
体制があること。これらの特性を活かし、矢作川流域の企業や住民をメインターゲットとし、流域沿いの様々な声
に柔軟に対応しながら、応援したくなり、一緒に共創したくなる存在となることが重要という方向が見えてきた。

　この戦略を元に営業活動を行った結果、2024 年度だけで新たに３つの企業との連携が進み、従来の連携企業に
加えて、多様な企業と様々な取り組みを行うことができた。根羽村をフィールドとした活動が広がるだけでなく、
東海圏で根羽村や森林保全のＰＲを行う活動にもつながっており、今後のさらなる展開も見据えている。
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「木」を纏い、「森」を味わう

　商品開発にも力が入る。「木の布プロジェクト」は、木材を繊維素材として活用する試みで、ジャケットの商品
化が決定し販売が始まった。さらに、大阪万博のユニフォームに採択されるという快挙を成し遂げた。

　また、森林資源を活用した新たな商品展開も進行中だ。森林組合は木材を使った組立式タイニーハウス（狭小住
宅：Ｈｕｔ）を開発し販売を開始した。さらに、レーザープリンターを導入し、木材加工の可能性を拡げている。

　「森を食材として取り扱う」プロジェクトも進行している。新たな飲料体験を提供する企業と協力し、森林の香
りを抽出したお茶を試作。ま
た、東海圏のシェフとコラボ
し、キャラメルやチョコレー
トなどの開発にも挑戦してい
る。村の学生にもこの活動は
波及し、根羽学園の８年生が
杉のパウンドケーキづくりに
挑戦している。

未来へ向けた学びと実践

　森林を建材にとどまらず、異業種とのコラボを通じて新たな価値を創造する。その可能性をさらに追求するため
に、2025 年１月から２月にかけて「森とまちの流域学」という勉強会を 3 回開催。全国の先進事例を持つ実践者
を招き、知見を深めた。来村いただいた実践者にも根羽村の取り組みや想いを聞いてもらい、有益なアドバイスを
いただいた。

　2024 年度で培った戦略と経験をもとに、2025 年度はこれらを事業化する１年となる。根羽村の挑戦は、単なる
地方創生にとどまらず、森林の未来を拓く新たなモデルとなるかもしれない。村の９割を占める森が、再び輝く宝
になる未来を目指して。
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樋
口
明
氏（
下
町
）

旭き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

を
授
与
さ
れ
る

　

12
月
30
日
で
満
88
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
、
樋
口
明
氏

は
昭
和
62
年
５
月
、
地
域
住
民
よ
り
推
さ
れ
て
根
羽
村

議
会
議
員
に
当
選
し
、
以
来
平
成
19
年
４
月
ま
で
の
、

４
期
16
年
の
永
き
に
亘
り
在
職
し
、
特
に
平
成
17
年
４

月
か
ら
19
年
４
月
ま
で
の
２
年
間
は
議
長
と
し
て
、
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
37
年
１
月
か
ら
昭
和
60
年
３
月
ま
で
の
22
年
３
ヶ
月

に
亘
り
、
根
羽
村
消
防
団
に
在
籍
し
、
そ
の
間
、
昭
和

53
年
１
月
か
ら
昭
和
57
年
２
月
ま
で
の
４
年
間
は
、
消

防
団
副
団
長
と
し
て
、
昭
和
57
年
３
月
か
ら
昭
和
60
年

３
月
ま
で
の
３
年
間
は
消
防
団
団
長
と
し
て
、
地
域
の

安
全
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
６
年
５
月
か
ら
平
成
26

年
５
月
ま
で
の
20
年
間
、
保
護
司
と
し
て
社
会
奉
仕
の

精
神
を
持
ち
明
る
い
社
会
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
こ

れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
日

本
国
天
皇
よ
り

「
旭

き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う」

を
授
与
さ
れ
３

月
５
日
に
や
ま

あ
い
ホ
ー
ル
で

伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

地域おこし協力隊の報告
　山　本　英　介

　金　邉　達　也

　５年間根羽村の林業に従事してきた中で最も痛
感したことは、「自然に逆らわないことの大事さ」で
あるように思います。木は倒しやすい方向に倒す、
地形に沿って集材する、開設しやすい場所に作業道
をつける。逆のことをやると、当然コスト高で赤字
になりかつ危険度も増します。少し古いデータです
が2011年の調査によると、木材生産１立方メートル
あたりの「補助金額」は、フィンランド140円、ドイツ
400円、日本は30,770円。日本の林業は国際的に見れ
ば、桁違いに「自然に逆らって」無理をしているのか
もしれません。

　地域おこし協力隊５年目の金邉です。新型コロナ
ウイルスによる任期特例の適用により、従来の３年
間の任期から２年延長して、いよいよ最終年度が終
わろうとしています。
　これまでも何度か寄稿しています通り、ケーブル
テレビの番組制作や村内外へ向けた撮影素材提供
や発信を主な業務内容として、活動して参りまし
た。
　様々な分野で撮影の依頼をいただき足を運ぶ機
会になったことや、ケーブルテレビという目に見え
る成果物があったおかげで色々な方にお声がけい
ただけたり。成果を数字で測ることは難しいかもし
れませんが、僕自身は確かなやりがいを感じながら、そしてこの村の暮らしを楽しみながら、協力隊の業務に
あたることができました。
　ひとえに周りの支えがあって、成り立ったものと感じています。ありがとうございました。
　今後は協力隊ではなく、集落支援員としてこれまでの業務を継続して村の情報発信に関わらせていただく
ことになります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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地域おこし協力隊の報告
　白　根　拓　実

　阪　口　凱　海

　小　正　理　文

　根羽村に移住をして２年間、早い。協力隊２年目の
１年間は、新しいことへのチャレンジとして多くの
経験を積んだ年となりました。協力隊活動として、引
き続き空き家の相談窓口対応を行い、今年度の空き家
利活用のマッチングは２件となりました。メインは企
画拠点として、旧若松旅館の改修。「シラネバ」は一旦
形になり、お披露目をすることもできました。改修期
間、６日間行った空き家DIY改修イベントは延100人
程が根羽村に訪問し、地域内外から参加してくれまし
た。また「ネバーデイ」という村内で行ったマーケット
のイベントや、不動産としての知識をつけるために、

３ヶ月の不動産研修にも参加し、不動産を一つの武器とした地域づくりを学ぶ機会となりました。実際に実務
経験としてレベルアップすることとなりました。来年以降も、多くの事象が起こる予感がしています。毎月区
長便で発行している、空き家のすすめで発信。そして、シラネバにてお待ちしています。気になる方は、お気軽
にお越しください。

根羽村民としての暮らしをはじめて…
　早いもので、根羽村の地域おこし協力隊として働
き始めてからまもなく一年が経とうとしています。

「地元を離れて知り合い一人いない村へ来ること」、
「教師を辞めること」の２つは私にとっては大きな挑
戦でしたが、本当にアクションを起こせて良かった
と思えています。
　放課後子ども教室の業務は、私にとって子どもと
ワイワイ楽しむもの。根羽村の子どもたちは素直で
元気な子どもばかりです。長期休みにはイベント企
画も多く実施し、これがまた私にとっての新たな挑
戦となっています。思いついたことを実行しやすい
のもこのポジション、この村ならではだと感じています。ICT・総合コーディネーターとして学校に出入り
できるのも現場が好きな私にとっては大変魅力的です。まもなく協力隊２年目。私にできることを更に磨き、
様々なアクションを起こしていきたいと思います。

　この１年間、地域おこし協力隊として根羽村で活動
し、多くの挑戦と学びがありました。根羽学園では特別
支援員として子どもたちの学びを支援し、村営塾の塾
長として５〜９年生を対象に学習指導を行いました。
塾では模試を実施し、生徒たちに偏差値を実感させる
ことで、高校進学への意識を高め、新たな目標を持た
せることができました。教育支援が活動の中心でした
が、地域の暮らしを深く知るために畑や狩猟にも取り
組み、自然と共に生きる生活を体験。村の皆さんとの交
流を通じて、根羽村の魅力や課題を理解しました。今後
は、子どもだけでなく、もっと広い世代の学びに貢献し
ていきたいと考えています。
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福
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お笑いタレント
山田邦子さんの講演会

「大丈夫だよ、がんばろう」

足助病院生駒先生による「座ってできる健康体操」

根羽村社会福祉協議会功労者表彰

根羽村功労者表彰

健康相談・頭の体操コーナー
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　国保とは、病気やけがをしたときに安心してお医者さんへかかれるように、加入者（被保険者）がお金（国保
税）を出し合って、医療費の一部を負担する制度です。

　職場の健康保険等に加入している人、後期高齢者医療制度の対象者、生活保護を受けている人以外のすべての
方が国保の加入者となり届出が必要です。

※加入は世帯ごととなり、加入に関する届出義務は世帯主です。印鑑及び必要書類をご持参ください。届出は、 
取得や喪失の事由が発生した時から 14 日以内に役場窓口へ申請してください。

国民健康保険について

・村内で住所が変わったとき　　　・世帯主変更や氏名が変わったとき
・世帯を分けたとき又は一緒にしたとき
・修学のため、村外に転出したとき（在学証明書、転出先の住民票の写し）
※修学による保険証をお持ちの方は、学校卒業と同時に現住所地の国民健康保険

又は就職先の健康保険に加入する必要があるため、卒業証明書の写しを添えて
届け出る必要があります。

・資格確認書（マイナンバーカード）をなくしたとき（汚れて使えなくなったとき）
【注　意】
☆非課税世帯の方や 70 歳以上の現役並みの方が入院する場合は、限度額認定証等の発行申請を役場で行っ

てから入院することで、医療機関での窓口負担や食事療養費の支払いが安くなる場合がありますのでご
相談ください。

◆資格確認書等がない期間の医療費はやむを得ない場合を除き全額自己負担となります。また、保険税は届け出
をした日からの加入ではなく、資格を得た日までさかのぼって支払うことになります。

【遡
そ

及
きゅう

賦
ふ

課
か

】
◆資格のない資格確認書等で医療機関を受診した場合、医療費の返還をしなければなりません。

・職場の健康保険等に加入したとき
・家族の職場の健康保険の被扶養者となったとき
・他市町村へ転出したとき
・死亡したとき
・生活保護を受け始めたとき
・後期高齢者医療制度の対象となったとき
　（75 歳の誕生日から）

・職場の健康保険等の資格を喪失したとき
（退職日の翌日）

・家族の職場の健康保険の被扶養者の資格
を喪失したとき

・他市町村から転入したとき
・子どもが生まれたとき
・生活保護を受けなくなったとき

加入するとき

国保のしくみ

国保に加入する人

届け出がおくれると…

その他の手続き

やめるとき
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次のような場合は保険証が使えませんのでご注意ください。
※労災保険の対象となるとき……業務上（仕事や通勤途中）の病気や怪我。

国保（資格確認書等）が使えないとき

交通事故にあったとき（ 第三者行為 の場合は、必ず国保担当へ届出をしてください ）

※給付が制限されるとき……故意の犯罪行為や故意の怪我、けんかや泥酔による病気や怪我、医師や 
保険者の指示に従わなかったとき

国民健康保険についての注意

　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合も、国保でお医者さんにかかることができます。その際は、
必ず役場の国保担当に連絡して「第三者行為による傷病届」を提出してください。
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませてしまうと国保が使えなくなる場合があります。示
談の前に必ず役場国保担当にご連絡ください。

◦示談を済ませてしまった　　　　　　　◦勤務中や通勤中の事故 → 労災保険
◦不法行為（飲酒運転や無免許運転等）

病気とみなされないとき
◦疲労や倦怠　　　　　　◦健康診断・人間ドック　　　　　　　◦正常な妊娠・出産
◦歯列矯正　　　　　　　◦経済上の理由による妊娠中絶　　　　◦予防注射
◦美容整形　　　　　　　◦軽度のわきが・シミ・アザ等　　　　

※マイナンバーカードが保険証として利用できるようになりました。
　マイナ保険証＊をお持ちでなくても、これまでのとおり医療は受けられます。
� （＊マイナンバーカードの保険証略して“マイナ保険証”）　　

【注 意】次の場合は国保が使えません !!!
第三者行為 による事故とは…

◆注意 2 の届出に必要なもの　
◦事故証明書（後日でも可）　　◦資格確認証等　　　◦印鑑
◦本人確認書類及びマイナンバーが確認できる書類

◦交通事故など第三者の行為によるけが
◦他人の落下物によるけが　　◦他人の飼い犬にかまれた
◦傷害事件に巻き込まれた　　◦スキー・スノーボード等での衝突・接触事故など
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注意 1

注意 2
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ハンセン病元患者のご家族へ
〜対象となる方々に「補償金」を支給します。秘密は守られます。〜
◯秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談ください。
◯この補償金は、法に基づき、ハンセン病元患者家族の被った
　精神的苦痛を慰謝するためのものです。
◯補償金額：180 万円または 130 万円 ※一部同居等の要件あり

厚生労働省 補償金相談窓口

電話番号 ０３−３５９５−２２６２
受付時間 10：00 ～ 16：00

（月曜日から金曜日。土日祝日、年末年始を除く。）
請求期限は、令和 11 年（2029 年）11 月 21 日まで
ハンセン病問題を正しく理解し、偏見や差別のない社会の実現を
目指しましょう。
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あなたも30・10運動に
参加してみませんか？

発行：長野県環境部資源循環推進課
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・クレー射撃見学
・シカ解体体験
・山肉料理試食
・くくりわな設置体験　　などなど盛沢山です

猟犬は大切なパートナー

　　　プログラム内容　　　

　日　　時　	 令和７年６月 22 日（日）　雨天決行
	 受付開始　　午後 12 時 30 分
	 講座開始　　午後１時（午後 4 時 30 分終了）
　場　　所　	 飯田国際射撃場（飯田市大瀬木 2554-104）
　募集人数　	 40 名（先着順）
　主　　催　	 飯

はんいれんごうりょうゆうかい
伊連合猟友会

　お問合先　	 飯伊連合猟友会事務局
	 飯田合同庁舎内　℡ 0265-23-1111（内線 2434）
　お申込先　	 メールでお申し込みをお願いします
	 住所・氏名・携帯電話番号をご記入下さい
	 メールアドレス  huntertaiken@gmail.com
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参加費

無 料 第17 回 狩猟体験講座
飯
はんいれんごうりょうゆうかい

伊連合猟友会

（新規狩猟者確保講座）

未来のハンター予備軍のみなさん！
私たちはいつでもあなたとの出会いを待っています！

 令和７年
６月22日（日）

開
催
日

飯田国際射撃場
地図

申し込み
メールアドレス
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　３月19日に根羽学園の卒業式が行われました。
　今年の卒業生は１名でしたが、多くの来賓の方
をお招きし、盛大に挙行されました。
　学校長式辞では、馬島校長先生から、卒業生の
学校での一層の成長を感じられる内容のお話があ
りました。
　卒業生の答辞では、「卒業後、困難なことにた
くさん出会うと思いますが、根羽村での経験を糧
に乗り越えていきたいと思います。」という心強
い言葉がありました。
　生徒一人の学年ということで、根羽学園での生
活でも多くの苦労があったことと思います。今後
も根羽で学んだことを胸に頑張っていただきたい
と思います。
　卒業生の益々のご活躍をお祈りします。

　３月18日に根羽学園の修了式が行われました。
　６年生が義務教育学校の前期課程を修了した区切りの式として、毎年挙行しています。
　今年度の６年生６名は、ひとりひとり修了証書を授与された後、ステージの上で、親への感謝の言葉や後期課程
に進学する意気込みを発表しました。
　馬島校長先生のお話では、具体的な場面を交えて６年生の学校生活での成長した姿や、後期課程へ向けての励ま
しの言葉をお話くださいました。
　保護者が見守る中、６年生の成長が
感じられる式となりました。
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